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創
立
１
３
０
年
事
業
も
終

わ
り
、
１
４
０
年
に
向
け
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
鏡
ヶ
丘
記
念
館

も
整
備
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

方
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
旧
生
徒
会
館
跡
地

の
駐
車
場
は
有
効
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
名
山
名
士
を
出

す
。
こ
の
語
久
し
く
相
伝

う
。試
み
に
問
う
巌
城
の
下
、

誰
れ
人
か
天
下
の
賢
」
と
い

う
の
は
陸
羯
南
の
五
言
絶
句

で
す
。
本
校
の
校
舎
に
入
る

と
、
こ
の
詩
の
扁
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

校
の
校
舎
か
ら
は
美
し
い
岩
木

山
が
眺
望
で
き
ま
す
。
後
輩
達

は
そ
の
岩
木
山
を
眺
め
て
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

し
て
大
志
を
抱
か
ず
に
お
ら
れ

ま
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
冬

は
長
く
、
卒

業
式
の
後
も

雪
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
中
で
、
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。

　

今
春
の
大
学
入
試
で
、
東
大

に
現
役
が
５
名
合
格
し
、
ま
た

東
北
大
合
格
者
が
41
名
、
加
え

て
一
橋
、
外
語
、
北
大
な
ど
の

難
関
大
、
弘
前
大
学
も
医
学
部

を
始
め
、
近
年
に
な
い
大
量
の

合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。
２
面

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

さ
ら
に
部
活
動
も
、
軟
式
野

　

平
成
26
年
11
月
９
日
午
後
２

時
、
弘
前
市
民
会
館
に
於
い
て

弘
前
高
校
吹
奏
楽
部
後
援
会
主

催
、
弘
前
高
校
吹
奏
楽
部
創
部

59
年
「
も
う
す
ぐ
還
暦
」
Ｏ
Ｂ

演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演

奏
者
は
約
１
０
０
人
。
観
客
が

演
奏
者
よ
り
少
な
か
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
と
心
配
し
て
い
た
の

で
す
が
、
実
際
は
５
０
０
人
と

予
想
を
は
る
か
に
超
え
、
我
々

に
と
っ
て
は
大
入
り
の
気
分
で

し
た
。

　

演
奏
会
の
構
想
は
２
年
ほ
ど

前
か
ら
あ
っ
た
の
で
す
が
、
平

成
25
年
８
月
の
第
１
回
実
行
委

員
会
、
平
成
26
年
１
月
の
吹
奏

楽
部
後
援
会
総
会
を
経
て
、
第

１
回
目
の
練
習
は
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
、
月
２
回
強
の
ペ
ー
ス

で
約
20
回
の
練
習
を
積
み
重
ね

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

演
奏
会
当
日
は
歴
代
顧
問
３

名
を
含
む
11
名
の
指
揮
者
に
よ

り
、
第
１
回
定
期
演
奏
会
（
昭

和
39
年
10
月
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
ラ
ス
に
な
る
よ
う
で
す
が
、

弘
前
高
校
は
、
人
数
は
減
っ
て

も
質
は
落
ち
ま
せ
ん
。

　

我
々
の
後
輩
は
、
日
本
を
支

え
る
人
材
と
な
る
た
め
鏡
ヶ
丘

の
地
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
会

報
で
は
、
ホ
ン

ダ
ジ
ェ
ッ
ト
の

社
長
で
あ
る
藤

野
道
格
さ
ん
の

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
世

界
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
弘
前
高
校
は

今
や
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
位

曲
３
曲
を
は
じ
め
、
ゆ
か
り
の

曲
ば
か
り
全
18
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
年
代
も
職

業
も
様
々
な
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
っ
て

の
演
奏
で
し
た
が
、
同
窓
生
特

有
の
不
思
議
な
一
体
感
が
あ

り
、
練
習
も
本
番
も
和
気
藹
々

の
ム
ー
ド
で
ま
る
で
高
校
生
に

戻
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
演
奏
会
に

味
を
し
め
、来
年
（
平
成
28
年
）

第
２
回
Ｏ
Ｂ
演
奏
会
を
開
催
す

る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。
昨
年

参
加
で
き
な
か
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
、
楽
器
が
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
エ
ア
演

奏
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
是
非
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
演
奏
会
の
収
益

は
弘
高
吹
奏
楽
部
の
発
展
の
た

め
に
全
額
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

弘
高
吹
奏
楽
部
、
栄
え
あ
れ

あ
れ
！　

高
橋
伸
光（
昭
55
卒
）
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第32回　鏡ヶ丘同窓会ゴルフコンペのご案内
　時下、新緑の候、同窓生各位、益々ご清勝のこととお慶
び申し上げます。
　扨、我々の先輩でありました坂田二郎氏が、創立百年を
記念して始まったゴルフコンペも、第32回目となりまし
た。同窓の旧交を深めるべく、下記要項の通り、開催致し
ます。各同窓生の皆様へ、声を掛け合いご参加下さいます
よう、ご案内申し上げます。

　日　　時　平成27年７月４（土）午前７時30分集合
　　　　　　午前８時スタート（アウト、イン同時）
　場　　所　津軽カントリークラブ　百沢コース
　競技方法　18ホールストロークプレー（新ペリア方式）
　会　　費　3,000円・プレー代各自（当日受付にて徴収）

■申込み方法
　幹　　事　大村　嗣郎（昭和30卒）℡0172-38-3626

弘高吹奏楽部創立59年 20回の練習
積み重ねて

不思議な一体感のOB演奏会

鏡ヶ丘ホームページ
ホームページ　URL http://kagamigaoka.com/
管理者メール　webmaster@kagamigaoka.com
実 行 委 員 長　大中　実（昭61卒）facebook開始

球
、
空
手
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ほ

か
た
く
さ
ん
の
部
が
立
派
な
成

果
を
挙
げ
た
そ
う
で
す
。
ま
さ

に
文
武
両
道
を
実
践
し
て
い
る

と
言
う
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
は
今
年
の
新
入
生
か
ら
６
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平
成
27
年
度
の
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
総
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
出
席
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

懇
親
会
で
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
当
番
制
で
各
同
期

会
が
担
当
し
て
お
り
、
昨
年

は
59
年
卒
の
方
に
頑
張
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
昭
60
卒
（
代
表
・

佐
藤
康
文
）
の
出
番
で
す
。

ど
ん
な
企
画
が
飛
び
出
す
か

楽
し
み
で
す
。

　

な
お
、
ご
出
席
さ
れ
る
方

の
み
、
同
封
い
た
し
ま
し
た

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
事
務
局
ま

で
お
送
り
下
さ
い
。

　

同
窓
会
運
営
協
力
費
の

　

御
礼
と
お
願
い

　

毎
年
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
運

営
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
１
２
０
３
名
余
り
の
方
々

か
ら
３
４
０
万
円
に
及
ぶ
協

力
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
た
く
、
衷
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
協
力
金
は
会
報
の
発

行
・
発
送
、
ね
ぷ
た
制
作
援

助
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の

餞
別
、
各
支
部
同
窓
会
総
会

へ
の
旅
費
の
負
担
等
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
協
力
費
は
年
間
１
口

１
０
０
０
円
で
、
１
口
以
上
、

で
き
れ
ば
２
口
以
上
で
お
願

い
し
ま
す
。
同
封
の
振
替
用

紙
で
郵
便
局
か
ら
ご
送
金
下

さ
い
。
手
数
料
は
同
窓
会
が

負
担
し
ま
す
。

◆
７
月
４
日
（
土
）
午
後
５
時
よ
り

◆
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル　

麗
峰
の
間

◆
会
費　

７
０
０
０
円

総
会
案
内

置
を
占
め
る
学
校
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
す
べ
て
同
窓

生
の
皆
様
の
日
々
の
活
躍
の

賜
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
も
、
優
秀
な
生
徒

た
ち
が
社
会
で
飛
翔
で
き
る

よ
う
に
、
何
か
し
ら
の
役
に

立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
が
手
を
繋
ぐ
こ

と
で
、
互
い
が
「
持
っ
て
生

ま
れ
た
も
の
」
を
存
分
に
発

揮
で
き
る
体
制
が
築
け
た
ら

よ
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
今
ま
で
以

上
に
同
窓
会
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

　　

手
を
繋
ご
う

手
を
繋
ご
う　　
同
窓
生

同
窓
生

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
会
長

　
　
　
　
　
　

中
林

　
裕
雄（
昭
39
卒
）
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さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

２
年

　
工
藤

　
海
渡

平
成
27
年
度
　
大
学
入
試
に
つ
い
て

進
路
指
導
部

　
千
葉

　
栄
美

　

僕
達
弘
前
高
校
空
手
道

部
は
以
前
よ
り
も
部
員
が

増
え
、
よ
り
密
度
の
濃

い
練
習
を
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
部
活
動
中
の
雰
囲

気
も
良
く
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
も

あ
り
、
８
月
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
昨
年
行
わ
れ
た
新

人
戦
県
大
会
に
お
い
て
団

体
形
優
勝
や
、
個
人
形
１

～
３
位
独
占
と
い
う
素
晴

ら
し
い
結
果
を
残
し
、
一

月
末
に
行
わ
れ
た
東
北
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

弘
前
高
校
は
県
内
や
東
北
の

強
豪
と
比
べ
る
と
練
習
時
間
は

遥
か
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の

中
で
強
豪
校
と
肩
を
並
べ
る
た

め
に
は
、
同
じ
環
境
の
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。「
あ
い
つ
に
は
負
け

　

今
年
度
か
ら
新
課
程
入
試
と

な
り
、
主
に
理
科
と
数
学
で
出

題
内
容
に
大
き
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は

文
型
で
も
多
く
の
大
学
で
理
科

基
礎
2
科
目
が
課
せ
ら
れ
ま
し

た
。
理
系
の
専
門
理
科
の
出
題

内
容
も
大
き
く
変
化
し
、
17
年

ぶ
り
に
科
目
間
の
得
点
調
整
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
学
Ⅱ
Ｂ

た
く
な
い
」「
あ
い
つ
の
あ
の

動
き
を
見
習
お
う
」
と
い
う
よ

う
な
気
持
を
常
に
持
ち
、
互
い

に
刺
激
し
合
い
、
空
手
だ
け
で

な
く
、
社
会
で
生
き

て
い
く
う
え
で
大
切

な
こ
と
も
学
ん
で
い

け
る
よ
う
な
弘
前
高

校
空
手
道
部
を
、
部

員
全
員
で
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

も
全
国
平
均
39
・
３
点
（
前
年

53
・
９
点
）
と
非
常
に
低
く
、

理
系
、
文
系
双
方
の
生
徒
で
負

担
感
が
増
し
、
受
験
後
も
不
安

が
募
っ
た
セ
ン
タ
ー
試
験
と
な

り
ま
し
た
。
弘
前
高
校
の
生
徒

達
は
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

も
自
分
の
力
を
信
じ
て
、
果
敢

に
第
一
志
望
の
二
次
試
験
に
挑

み
ま
し
た
。

　

我
々
弓
道
部
は
、
顧
問
の
高

杉
和
宏
先
生
、
中
村
宰
和
先
生
、

コ
ー
チ
の
成
田
王
仁
先
生
の
下
、

36
名
（
３
年
生
22
名
、
２
年
生

14
名
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
新
人
戦
は
、
団
体
戦
こ

そ
思
う
よ
う
に
結
果
が
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
個
人
戦
で
東

北
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て
稽

古
を
続
け
て
い
る
毎
日
で
す
。

　

私
た
ち
弓
道
部
が
目
指
す
も

の
は
優
勝
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
礼
記
に
、『
射
は
進
退
周

還
必
ず
礼
に
中
り
、
内
志
正
し

く
、
外
体
直
く
し
て
、
然
る
後

に
弓
矢
を
持と

る
こ
と
審
固
な

り
』
と
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
部
活
動
時
間
以
外
で
も
、
普

段
か
ら
挨
拶
や
感
謝
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
意
識
し
な
が
ら

日
々
の
高
校
生
活
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
日
々
の
勉
強
と
部

活
動
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、

そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
心
身
を

鍛
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
一

矢
館
に
は
、
歴
代
の
先
輩
方
の

お
名
前
が
書
か
れ
た
札
が
残
っ

て
い
ま
す
。
先
輩
方
が
築
い
て

き
た
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
新

し
い
時
代
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

空手道部

挨
拶
・
感
謝
に
重
き
を
お
い
て

挨
拶
・
感
謝
に
重
き
を
お
い
て

２
年

　
船
澤

　
玄
太

弓道部

ccccccccccccccccccccccccccccc

俳
句
甲
子
園
に
出
場

俳
句
甲
子
園
に
出
場

２
年

　
工
藤

　
由
真

文芸部
　

文
芸
部
の
活
動
は
、
こ

の
２
年
で
大
き
く
変
化
し

た
。
一
番
大
き
な
変
化

は
、
文
芸
部
全
体
と
し
て

の
大
き
な
目
標
が
で
き
た

こ
と
だ
。
そ
れ
は
正
岡
子

規
の
故
郷
で
あ
る
愛
媛
県

松
山
市
で
行
わ
れ
る
全
国

高
等
学
校
俳
句
選
手
権
大

会
、通
称
「
俳
句
甲
子
園
」

へ
の
出
場
で
あ
る
。
全
国

各
地
で
行
わ
れ
る
地
方
大

会
の
一
つ
で
あ
る
弘
前
大

会
を
勝
ち
抜
き
、
松
山
行

き
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
こ
と
。

そ
れ
が
部
員
全
員
の
共
通
目
標

と
な
り
、
昨
年
度
か
ら
準
備
を

積
ん
で
き
た
。
そ
し
て
初
出
場

と
な
る
平
成
26

年
度
の
大
会
で
、

接
戦
の
末
に
地

区
大
会
優
勝
を

果
た
し
、
松
山

行
き
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
た
。

全
国
大
会
で
は
残
念
な
が
ら
予

選
敗
退
で
あ
っ
た
が
、
強
豪
校

と
対
戦
し
、
部
員
全
員
に
良
い

経
験
と
な
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
も
全
国
大
会
に

出
場
し
、
昨
年
度
よ
り
も
良
い

成
績
を
残
す
た
め
に
日
々
努
力

を
積
ん
で
い
る
。
部
員
数
の
不

足
が
現
在
一
番
の
悩
み
で
あ
る

の
で
、
新
入
生
の
入
部
に
む
け

て
も
頑
張
り
た
い
。

同
窓
会
関
係
寄
贈
図
書
一
覧

▼
昭
54
卒　

丹
藤　

博
文

　
『
文
学
教
育
の
転
回
』

▼
昭
19
卒　

工
藤　

邦
男

　
『
工
藤
邦
男
歌
集　

有
為
』

▼
昭
33
卒　

千
葉　

信
行

　
『
み
ち
の
く
の
風
』

▼
昭
44
卒　

藤
田　

晴
央

　
『
夕
顔
』

▼
昭
19
卒　

清
野　

利
保

　
『
歌
集 

古
城
残
秋
』

▼
昭
41
卒　

福
田　

友
之

　
『
津
軽
海
峡
域
の
先
史
文
化
研
究
』

▼
昭
49
卒　

松
田　

修
一

　
『
我
、遠
遊
の
志
あ
り 

笹
森
儀
助
風
霜
録 

ゆ
ま
に
学
芸
選
書U

LU
LA 10

』

▼
昭
26
卒　

小
野
泰
次
郎

　
『
独
笑
集 

風
の
ま
に
ま
に
』

　
『
愉
快
犯
あ
く
ま
の
辞
典
』

▼
昭
32
卒　

福
士　

壽
一

　
『
津
軽
地
方
の
夏
祭
り 

ね
ぶ
た
・
ね
ぷ

た
・
火
流
し
・
盆
踊
り
』

▼
昭
28
卒　

鈴
木　

勝
男

　
『
札
幌
農
学
校 

日
本
近
代
精
神
の
源
流:

復
刻
版
』

▼
平
８
卒　

豊
島　

実
和

　
『
政
治
学
大
図
鑑
』

▼
昭
37
卒　

原
子　
　

慧

　
『
東
奥
文
化 

第
八
十
五
号
』

▼
昭
49
卒　

小
倉　

孝
誠

　
『
歴
史
と
表
象 

近
代
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史

小
説
を
読
む
』

　
『
身
体
の
文
化
史 

病
・
官
能
・
感
覚
』

　
『
英
雄
は
い
か
に
作
ら
れ
て
き
た
か 

フ

ラ
ン
ス
の
歴
史
か
ら
見
る
』

　
『
フ
ラ
ン
ス
を
知
る 

新
〈
フ
ラ
ン
ス
学
〉

入
門
』

　
『
あ
ら
皮
―
欲
望
の
哲
学 

バ
ル
ザ
ッ
ク

「
人
間
喜
劇
」セ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
10
巻
』

　
『
パ
リ
と
セ
ー
ヌ
川 

橋
と
水
辺
の
物
語 

中
公
新
書 1947

』

▼
昭
58
卒　

中
屋
敷　

均

　
『
生
命
の
か
ら
く
り 

講
談
社
現
代
新
書 

2268

』

▼
昭
30
卒　

平
山　

昭
一

　
『
詩
集IN

D
IAN

 SU
M

M
ER 

イ
ン
デ
ィ

ア
ン
サ
マ
ー
』

▼
昭
40
卒　

奈
良　
　

武

　
『
企
業
倒
産
論 

危
機
管
理
各
論
と
し
て
』

　
『
企
業
「
危
機
管
理
」
の
強
化
書

　
　

２
０
０
社
の
取
引
先
倒
産
に
対
応
し

た
経
験
が
語
る
』

▼
昭
41
卒　

佐
藤　

芳
朗

　
『
残
し
た
い
足
跡 

伊
藤
正
樹
先
生
の
実

践
』

■
転
任
／
教
頭
・
米
内
山
裕（
青
森
南
高

校
）教
諭
・
熊
坂
長
敏（
再
任
用
終
了
）

須
藤
健
二（
弘
前
南
高
校
）藤
岡
隆
昭

（
定
年
退
職　

藤
崎
校
舎
へ（
非
常
勤
講

師
））竹
内
義
雄（
北
斗
高
校（
定
））葛
西

隆（
青
森
高
校
）中
村
宰
和（
青
森
東
高

校
）臨
講
・
黒
滝
亮（
新
採
用　

田
名
部

高
校
）養
教
・
菊
池
理
子（
弘
前
第
一
養

護
学
校
）実
教
・
加
藤
京
子（
弘
前
実
業

高
校
）事
務
長
・
加
藤
栄
一（
再
任
用　

深
浦
校
舎
主
幹
）

平
成
26
年
度

■
転
入
／
教
頭
・
今
井
啓
之
（
田
名
部
高

校（
定
））教
諭
・
加
賀
利
瑛（
大
間
高
校
）

西
村
勇
士
（
五
所
川
原
高
校
）
河
島
麻

子
（
青
森
高
校
）
竹
谷
澄
子
（
青
森
北

高
校
）
臨
講
・
佐
々
木
俊
雅
（
尾
上
総

合
高
校
（
定
））
養
助
・
小
笠
原
裕
香
（
南

部
工
業
高
校
）
臨
実
・
古
川
悦
子
（
弘

前
実
業
高
校
）
事
務
長
・
五
十
嵐
徹
（
弘

前
実
業
高
校
）
宿
日
直
代
行
員
・
石
川

友
弘
（
採
用
）
非
常
勤
講
師
・
岩
田
邦

彦
（
８
ｈ
）
工
藤
隆
文
（
７
ｈ
）
熊
坂

長
敏
（
８
ｈ
）

高校総体を終えて

俳句甲子園全国大会（松山）にて

集中

　

現
役
生
の
結
果
は
主
な
大

学
で
は
東
京
大
５
、一
橋
大
１
、

東
京
外
大
１
、
東
北
大
41
、
弘

前
大
82（
医
学
科
10
名
を
含
む
）

早
稲
田
大
８
、
同
志
社
大
４
名

で
し
た
。
医
学
科
に
関
し
て
は

現
役
合
格
13
名
、
浪
人
16
名
で

延
べ
29
名
の
生
徒
が
合
格
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
名
門
校
に
学
ぶ

自
負
と
責
任
を
胸
に
、
生
徒
教

員
と
も
懸
命
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
御
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

表１　平成27年３月卒業生（272名）進路状況
受　　験 合　　格 進　　学

国公立大学
313 178 今年 174
386 157 昨年 154

私立大学
267 118 今年 45 
266 110 昨年 52

そ の 他
12 ９ 今年 ９ 
16 10 昨年 ５

就　　職
３ ３ 今年 ３
０ ０ 昨年 ０

進路未定
今年 41 
昨年 65

表２　最近６年間の進学率
平成27年 平成26年 平成25年 平成2４年 平成23年 平成22年

全体
進学率 82.0% 76.7% 75.5% 71.0% 81.3% 80.8%
卒業者数 272 275 278 272 278 271

男子
進学率 81.9% 71.9% 69.2% 64.9% 80.3% 77.9%
卒業者数 133 135 149 134 142 136

女子
進学率 82.7% 81.4% 82.9% 76.8% 82.4% 83.7%
卒業者数 139 140 129 138 136 135

表３　過去６年間のおもな大学の合格者数
（国公立大）		

平成27年 平成26年 平成25年 平成24年 平成23年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

北 海 道 大 3 2 3 2 4 2 5 5 1
弘　前　大 82 21 73 15 75 13 50 15 69 7
岩　手　大 7 2 8 4 2 1 7 1 11 2
東　北　大 41 2 26 1 23 8 26 2 30 2
筑　波　大 3 2 3 1 4 1 1 2
千　葉　大 3 2 3 3 6 3 4 1
お茶の水女大 1 3
東　京　大 5 1 1 1 2 4
一　橋　大 1 1
東京外語大 1 1 3 1
東 京 工 大 1 1
京　都　大 1 1 1

計 178 40 157 41 149 35 145 26 170 26

（私立大）
平成27年 平成26年 平成25年 平成24年 平成23年
現 過 現 過 現 過 現 過 現 過

東北薬大 4 2 11 13 1 2 2 9
慶 應 大 3 2 4 2 3 2
中 央 大 3 5 6 3 6 9 15 3
日　　大 6 5 2 1 8 2 7 1 8
法 政 大 5 2 3 5 3 18 4 11 2
明 治 大 6 4 4 2 4 5 9 4 9 1
立 教 大 3 3 1 3 2 6 2 1
早稲田大 8 7 3 6 4 7 7 9 7
立命館大 3 3 2 3 3 1 1

計 113 61 105 37 110 48 150 56 182 53

平成27年3月卒業生の進路状況（3月31日現在）
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リ
ヨ
ン
、
パ
リ
へ
の
留
学
時
代

の
熱
意
や
野
心
を
重
ね
合
わ
せ

て
、
我
々
を
逍
遥
に
導
い
て
行

き
ま
す
。

　

休
憩
に
は
動
画
で
サ
ン
マ
ル

タ
ン
運
河
を
巡
行
し
、
恋
人
達

の
新
聖
地
と
な
っ
た
、
錠
の
溢

卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

　

19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
第

一
人
者
で
あ
る
小
倉
孝
誠
さ
ん

の
講
演
は
旅
へ
の
誘い

ざ
な
い
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

パ
リ
、
セ
ー
ヌ
河
、
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
寺
院
か
ら
フ
ラ
ン

ス
学
士
院
を
映
し
、
ド
イ
ツ

国
境
に
近
い
ス
ト
ラ

ス
ブ
ー
ル
の
旅
情
を

そ
そ
る
街
並
、
人
気

の
観
光
地
モ
ン
サ
ン

ミ
ッ
シ
ェ
ル
修
道
院

を
紹
介
し
て
、
い
よ

い
よ
文
化
に
触
れ
て

い
き
ま
す
。
明
治
時

代
仏
蘭
西
を
訪
れ
た

日
本
の
知
識
人
達
の

敬
嘆
や
憧
憬
に
満
ち

た
言
葉
を
辿
り
、
満

を
持
し
て
御
専
門
の

文
豪
達
ユ
ゴ
ー
、
ゾ

ラ
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の

作
品
の
登
場
人
物
の

描
写
に
、
御
自
身
の

れ
る
セ
ー
ヌ
河
に
架
か
る
芸
術

橋
の
欄
干
の
眺
め
に
和
み
ま
す
。

そ
し
て
弘
高
蹴
球
部
で
の
県
大

会
準
優
勝
の
活
躍
な
ど
多
才
で

彩
り
豊
か
だ
っ
た
青
春
の
一ひ

と
と
き時

を
振
り
返
り
、
ま
た
現
在
の
大

学
文
学
部
の
状
況
を
語
り
、
地

方
か
ら
優
秀
な
学
生
が
入
る
事

を
期
待
す
る
な
ど
興
味
深
い
話

題
を
挿
み
、
在
校
生
へ
熱
い

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

締
め
括
り
に
は
日
本
人
に
愛

好
さ
れ
る
印
象
派
の
画
家
モ

ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ

の
華
や
か
で
新
し
い
気
運
を
示

し
た
画
業
に
も
触
れ
絢
爛
た
る

時
代
の
雰
囲
気
を
堪
能
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

豊
潤
で
広
範
な
フ
ラ
ン
ス
へ

の
旅
は
余
韻
を
残
し
て
終
わ
り

を
迎
え
ま
す
。
小
倉
さ
ん
の
著

書
、
翻
訳
作
品
の
一
愛
読
者
と

し
て
誠
に
充
実
し
た
旅
を
満
喫

致
し
ま
し
た
。

　

多
感
な
高
校
時
代
に
将
来
の

目
標
を
定
め
、
実
現
を
目
指
し

て
真
摯
に
努
力
し
て
き
た
先
輩

が
開
い
て
見
せ
た
外
国
文
学
へ

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
扉

工
藤
須
賀
子(

昭
49
卒)

　

僕
た
ち
の
修
学
旅
行
は
、
１

年
生
の
３
学
期
の
、
ち
ょ
う
ど

新
し
い
入
学
試
験
の
日
に
合
わ

せ
て
計
画
さ
れ
て
、
全
８
ク
ラ

ス
を
２
班
に
分
け
て
、
実
に
７

泊
８
日
と
い
う
豪
華
長
期
版
で

し
た
。

　

僕
は
15
組
で
し
た
の
で
第
２

班
で
、
夜
行
列
車
で
67
年
３
月

18
日
に
出
発
し
、
翌
朝
京
都
に

到
着
、
以
降
京
都
に
２
泊
、
鳥

羽
に
１
泊
、
箱
根
に
１
泊
、
さ

ら
に
東
京
に
１
泊
し
て
、
最
後

は
ま
た
夜
行
列
車
で
25
日
に
弘

前
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
僕
に
は
カ
メ
ラ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
高
校

時
代
の
思
い
出
は
、
こ
の
修
学

旅
行
中
の
何
枚
も
の
記
念
写
真

が
、
ア
ル
バ
ム
の
多
く
の
ス

ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
撮
っ

た
写
真
は
、
今
見
て
も
素
晴
ら

し
く
、「
東
大
寺
南
大
門
前
」

　

天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
頃

の
津
軽
の
民
俗
・
風
習
を
書
い

た
も
の
に
、
比
良
野
貞
彦
の

『
奥お

う
み
ん
ず
い

民
図
彙
』
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
は「
子
ム
タ
祭
之
図
」

が
あ
り
、「
祢
ぶ
た
ハ
な
が
れ

ろ
、
ま
免
の
葉
は
と
ど
ま
れ
」、

「
合
歓
木
ノ
葉
ヤ
大
豆
ノ
葉
ヲ

以
ッ
テ
人
身
ヲ
ヌ
グ
ヒ
川
ヘ
流

シ
」と
書
い
て
お
り
、ま
た
、「
弘

前
年
中
行
事
」
の
頃
に
は
「
朔

日
ヨ
リ
七
日
マ
デ
ニ
星
祭
、
毎

夜
合
歓
祭
（
ネ
ム
タ
）
群
集
」

と
書
い
て
い
る
。

　

私
は
、平
川
市
本
町
生
ま
れ

　生きるためには、そして何かを創造するためには、

知性と感性の両方が必要です。深く感動できる心を

養ってください。

■略歴

　1974年　弘前高校卒

　1978年　京都大学文学部仏文科卒

　1983年　東京大学大学院仏文科修士課程修了

　1987年　ソルボンヌ大学にて文学博士学位取得

　1988年　東京大学博士課程中退

　　〃　　　同文学部助手

　1989年　東京都立大学助教授

　1995年　渋沢クローデル賞受賞

　2003年　慶応義塾大学文学部教授

　2006年　義塾賞受賞

　2011年　「身体の歴史」の監訳で日本翻訳出版文化賞受賞

　現在は、日本フランス語フランス文学会副会長、日本学術会

議連携会員、近代フランスの文学と文化史を専門とし、広く執

筆・翻訳を行う。

開校記念講演
平成26年10月３日（土）

で
76
歳
で
あ
る
が
、小
さ
い
時

は
、「
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
ー
、ね

ぷ
た
こ
流
れ
ろ
、ま
め
の
葉
こ

と
ど
ま
れ
」と
唱
え
て
歩
い
た
。

こ
の「
囃
し
こ
と
ば
」は
、東
青
・

北
五
の
北
部
を
除
い
た
津
軽
各

地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、「
ね

ぷ
た
こ
」な
ど「
こ
」を
付
け
た

時
は
、「
ね
ぷ
た
」と
言
っ
て
い

る
。

　

現
在
、「
ね
ぶ
た
・
ね
ぷ
た
」の

「
囃
し
こ
と
ば
」は
ほ
と
ん
ど
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。「
掛
け
声
」

だ
け
で
あ
る
。弘
前
・
平
賀
・
大

鰐
は
ヤ
ー
ヤ
ー
ド
ー
、黒
石
は

ヤ
ー
レ
、ヤ
ー
レ
ヤ
ー
、青
森
は

ラ
ッ
セ
ラ
、ラ
ッ
セ
ラ
ー
、五
所

川
原
は
ヤ
ッ
テ
マ
レ
、ヤ
ッ
テ

マ
レ
、藤
崎
は
ラ
ッ
セ
、ラ
ッ

セ
、ラ
ッ
セ
ラ
ー（
弘
前
の
笛
）、

板
柳
は
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
ー
、

鶴
田
は
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
ー
、

ラ
ッ
セ
ラ
ー
、ラ
ッ
セ
ラ
ー
、木

造
は
進
む
時
は
弘
前
の
笛
で
ヤ

レ
ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
ー
、休
む
時
は
、

青
森
の「
ね
ぶ
た
囃
子
」の
笛
に

な
る
。碇
ヶ
関
の
久
吉
は
ヤ
レ

ヤ
レ
ヤ
レ
ヤ
ー
、「
今
別
の
ね
ぶ

た
」は
、荒
馬
の
最
後
に
ね
ぶ
た

が
付
き
、「
青
森
の
ね
ぶ
た
」の

素
朴
な
囃
子
で
、ラ
ッ
セ
ラ
ー
、

ラ
ッ
セ
ラ
ー
と
２
回
ず
つ
、交

互
に
跳
ね
る
。

　

弘
前
観
光
協
会
の『
弘
前
ね

ぷ
た
』に
は
、「
昭
和
初
期
、燈
籠

を
か
こ
む
群
衆
が
ヤ
ー
ヤ
ー
ド

と
掛
け
声
」と
出
て
い
る
。ま

た
、大
條
和
雄
の『
ザ
・
ね
ぷ
た
』

に
、昭
和
11
年
の「
秩
父
宮
両

殿
下
の
前
で「
ヤ
ー
ヤ
ド
ウ
の

喊か
ん
せ
い声
を
上
げ
た
」と
書
い
て
い

る
。五
所
川
原
の
ヤ
ッ
テ
マ
レ

ヤ
ッ
テ
マ
レ
は
、「
虫
送
り
」の

時
、柳
の
枝
の
太
鼓
の
バ
チ
で

下
の
地
面
を
た
た
き
、邪
気
・
悪

霊
を
祓
っ
た
と
い
う
。

　

弘
前
・
黒
石
の
ね
ぷ
た
の
囃

子
は
、平
川
市
尾
崎
獅
子
踊
の

「
歓
喜
の
踊
り
」に
似
て
い
る

し
、青
森
の
ね
ぶ
た
の
囃
子
は
、

西
北
地
方
の「
虫
送
り
」、「
今
別

の
荒
馬
」の
囃
子
に
似
て
い
る
。

　

昭
和
４
年
の『
津
軽
口
碑
集
』

に
五
所
川
原
の「
今
年
豊
年
た

な
ば
た
祭
り
」と
書
か
れ
、黒

石
の
江
戸
時
代
末
の『
分
銅
組

若
者
日
記
』の
燈
籠
の
絵
に
は
、

「
豊
年
祭
・
豊
歳
祭
」と
描
か
れ

て
い
る
。

　

ね
ぶ
た
・
ね
ぷ
た
は
、「
ネ
ム

の
木
で
悪
霊
を
払
い
流
し
、小

豆
飯
を
食
べ
て
体
を
丈
夫
に

し
、ま
た
、豊
年
に
な
る
よ
う
に

祈
る
祭
り
」な
の
で
あ
る
。そ
の

願
い
を
込
め
た「
ね
ぷ
た
こ
流

れ
ろ
、ま
め
の
葉
こ
と
ど
ま
れ
」

の「
囃
し
こ
と
ば
」と
、「
豊
年

祭
」と
書
か
れ
た「
ね
ぷ
た
」が
、

復
活
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

ね
ぶ
た
・
ね
ぷ
た
の
囃
子

こ
と
ば
と
掛
け
声

福
士

　
壽
一（
昭
32
卒
）

講　

師
小
倉
　
孝
誠 

氏
（
昭
49
卒
）

の
扉
を
潜
り
、
遥
か
な
高
み
に

向
か
っ
て
、
道
を
歩
み
始
め
る

後
輩
達
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
、

ま
た
読
書
を
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
至
福
の
時
間
を
享
受
す
る

人
達
が
増
え
る
こ
と
を
切
に
望

み
ま
す
。
小
倉
さ
ん
の
熱
意
に

心
か
ら
の
拍
手
を
贈
り
ま
す
。

７
泊
８
日
の
修
学
旅
行

７
泊
８
日
の
修
学
旅
行

一
戸

　
恵
多

一
戸

　
恵
多
（
昭
（
昭
4444
卒
）
卒
）

の
全
員
が
写
っ
て
い
る
超

大
型
版
を
は
じ
め
、「
二

条
城
」「
平
安
神
宮
」「
比

叡
山
」「
法
隆
寺
」「
唐
招

提
寺
」「
真
珠
島
」「
二
見
ヶ

浦
」「
大
涌
谷
」「
長
谷
の

大
仏
」
と
、そ
の
背
景
は
、

現
在
で
も
さ
ほ
ど
変
わ
っ

て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

箱
根
の
小
涌
園
で
の
夕

食
は
、
洋
食
の
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
の
講
義
で
、
最
後

に
会
場
の
責
任
者
の
方
が

発
し
た
、「
お
い
し
く
食

べ
れ
ば
良
い
」
と
い
う
一

言
が
、
今
で
も
心
に
深
く

残
っ
て
い
ま
す
。

鳥羽御木本真珠島にて
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諸
先
輩
方
を
引
き
継
ぎ
、
平

成
26
年
度
の
同
窓
会
総
会
幹
事

を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
総
会
の
際
に
は
、
参
加
さ

れ
た
皆
様
か
ら
、
不
慣
れ
な
私

た
ち
の
進
行
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

い
つ
の
頃
か
、
誰
か
ら
は
忘

れ
ま
し
た
が
、
総
会
の
幹
事
は

持
ち
回
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
私

た
ち
の
学
年
の
順
番
が
来
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

は
、
誰
か
が
や
る
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
職
場

の
多
く
の
先
輩
方
が
務
め
て
き

　

昨
年
の
東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

総
会
は
10
月
25
日
、
会
員
ら

１
２
０
人
余
が
出
席
し
、
都
内

学
士
会
館
で
開
か
れ
た
。冒
頭
、

八
木
橋
惇
夫
会
長
は
「
多
感
な

年
頃
に
個
性
的
な
先
生
や
学
友

ら
に
囲
ま
れ
て
学
び
、
今
の

我
々
が
あ
る
。
母
校
の
一
層
の

繁
栄
に
向
け
て
結
束
し
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

議
案
承
認
後
、
弘
前
か
ら
駆

け
付
け
た
中
林
裕
雄
同
窓
会
会

　

弘
中
・
弘
高

一
休
会 

70
周

年
記
念
講
演
会

が
、
平
成
26
年

11
月
19
日（
水
）

に
弘
前
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
講

演
会
の
内
容
は

右
記
の
通
り
で

す
。

　

一
休
会
ほ

か
、
一
般
の
方

も
多
数
来
場

し
、
会
は
盛
会

の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
弘
高
に
入
学
し
た

の
は
ま
だ
「
バ
ン
カ
ラ
」
の
風

潮
が
残
る
昭
和
28
年
、
卒
業
が

31
年
。「
双
葉
会
」「
三
思
会
」「
珊

瑚
会
」
の
よ
う
な
良
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
単

に
「
三
一
会
」
と
称
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
会
長
は
八
木
橋
栄
一
君
。

　

同
窓
会
の
支
部
長
が
３
名
。

東
京
支
部
の
八
木
橋
惇
夫
君
、

仙
台
支
部
の
会
津
清
英
君
、
平

賀
支
部
が
自
分
（
藤
木
）。

　

同
期
会
は
最
初
、
４
年
に
１

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
。

そ
の
時
都
合
で
出
れ
な
け
れ
ば

８
年
も
逢
え
な
い
の
で
、
２
年

に
１
回
に
な
り
、
今
は
毎
年
。

　

20
年
位
前
か
ら
、
毎
月
最
後

の
日
に
、
弘
高
近
く
の
ワ
イ
ン

パ
ブ
「
た
め
の
ぶ
」
で
ワ
イ
ン

を
呑
み
な
が
ら
情
報
交
換
を
。

　

関
東
地
区
で
は
毎
年
６
月
に

東
京
三
一
会
を
開
催
し
て
お
り

加
は
無
類
の
喜
び
で
あ
り
、
み

ん
な
で
支
え
て
（
支
え
ら
れ

て
？
）
い
き
た
い
。

　

会
の
盛
り
上
げ
役
は
工
藤
克

明
さ
ん
（
昭
38
卒
）。
故
・
長

谷
川
達
温
和
尚
（
昭
15
卒
）
が

描
い
た
ネ
プ
タ
鏡
絵
を
バ
ッ
ク

に
工
藤
さ
ん
率
い
る
「
パ
パ
大

津
留
バ
ン
ド
」
が
お
洒
落
で
パ

ワ
フ
ル
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

楽
し
い
歌
と
演
奏
で
盛
り
上
げ

た
。
と
り
わ
け
38
卒
組
は
青
春

時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時

間
は
過
ぎ
、
最
後
は
全
員
で
弘

歌
と
演
奏
で
青
春
時
代
へ

歌
と
演
奏
で
青
春
時
代
へ

ま
だ
ま
だ
元
気
で
い
よ
う

ま
だ
ま
だ
元
気
で
い
よ
う

千
葉

　
貴
司

千
葉

　
貴
司（
昭
（
昭
4545
卒
）
卒
）

藤
木

　
義
行

藤
木

　
義
行（
昭
（
昭
3131
卒
）
卒
）

1010
　　
年年
　　
後後

校
長

　

校
長

　
瀧
本

　

瀧
本

　
壽壽ひ

さ
ふ
み

ひ
さ
ふ
み史史（

昭
（
昭
4949
卒
）
卒
）

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4444444444444444444444444444444444444444444

444444444444444444444444444

７
月
４
日（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
戦
後
70
年
、
様
々

な
改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
教
育
改
革
も
そ

の
一
つ
で
あ
り
、
本
年
１
月

に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
通
知

さ
れ
た
大
学
改
革
・
高
校
改

革
・
入
試
改
革
の
三
者
一
体

改
革
の
実
行
プ
ラ
ン
は
、
ま

さ
に
待
っ
た
な
し
の
日
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
改
革
で
は
、
今
年
度

か
ら
各
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
制
定
な

ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
求
め
る
学
生

像
が
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
な
り
、

高
校
側
は
今
以
上
に
、
各
大

学
に
対
応
し
た
進
路
指
導
を

行
う
こ
と
が
、
今
年
度
か
ら

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

入
試
改
革
で
は
、
平
成
32
年

度
か
ら
現
在
の
セ
ン
タ
ー
試
験

に
代
わ
っ
て
、
大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ
ス
ト
が
始
ま
り

ま
す
。
最
初
の
受
験
生
は
現
中

学
１
年
生
で
す
。
彼
ら
が
高
校

に
入
学
す
る
前
に
、
新
テ
ス
ト

に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

30
年
度
以
降
の
第
４
次
改
革
へ

の
県
立
高
校
将
来
構
想
検
討
会

議
の
答
申
案
が
、
本
年
12
月
に

出
さ
れ
ま
す
。
第
３
次
後
期
計

画
に
よ
っ
て
、
本
校
は
今
年
度

か
ら
１
学
級
減
の
１
学
年
６
学

級
と
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
対

応
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
現
在

の
中
南
地
区
８
校
を
学
級
減
だ

東
京
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

一
休
会福

井
　
次
郎

福
井

　
次
郎（
昭
（
昭
4949
卒
）
卒
）

三
一
会

10
年
後
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、
私
は
、
焦
っ
た

り
、
慌
て
た
り
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校

が
歩
ん
で
き
た
１
３
０
年
の

歴
史
は
十
分
こ
の
変
化
に
対

応
し
、
一
つ
先
の
水
平
線
に

羽
ば
た
け
る
翼
の
付
け
根
を

固
め
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
紡
い
で
き
た
伝
統
を
引

継
ぎ
な
が
ら
、
時
代
の
変
化

に
先
ん
じ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
本
校
の
最
も
大

切
な
教
育
環
境
の
一
つ
で
す
。

在
校
生
は
先
輩
方
の
生
き
様

を
見
て
育
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

た
流
れ
か
ら
、
自
然
と
私
が
幹

事
の
代
表
を
引
き
受
け
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、１
人
で
は
で
き
な
い
。

ど
う
し
よ
う
。
と
に
か
く
近
く

の
仲
間
を
集
め
な
く
て
は
。
市

役
所
、
銀
行
、
教
師
な
ど
呼
び

か
け
に
応
じ
て
く
れ
た
周
り
の

同
期
と
、
何
回
も
の
飲
み
会
を

開
き
、準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

や
は
り
、
課
題
は
余
興
。
果
た

し
て
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
の
凝
っ
た

寸
劇
や
映
像
な
ど
は
無
理
だ
。

会
場
の
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

長
、
瀧
本
壽
史
校
長
か
ら
祝
辞

を
頂
い
た
。
ま
た
川
村
悦
孝
弘

前
市
商
工
振
興
部
長
も
駆
け
付

け
、
市
の
概
況
報
告
と
市
政
へ

の
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。

　

樽
酒
の
鏡
開
き
で
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
は
「
在
京
ワ

ゲ
モ
ノ
の
会
」
か
ら
６
人
（
社

会
人
と
学
生
）
が
自
己
紹
介
。

今
後
の
抱
負
を
述
べ
Ｏ
Ｂ
か
ら

の
熱
い
激
励
を
受
け
た
。
高
齢

化
す
る
会
に
と
っ
て
若
人
の
参

ま
す
が
、
弘
前
よ
り
元
気
が
良

い
よ
う
で
す
。

　

地
元
と
、
関
東
地
区
合
同
で

２
度
目
の
修
学
旅
行
と
称
し
て
、

「
横
浜
中
華
街
」「
仙
台
」
等
で

の
開
催
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
還
暦
」「
古
希
」「
喜
寿
」

等
の
節
目
に
は
、
健
康
と
長
寿

を
願
い
お
祓
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
多
く
は
、
今
78
歳
、

せ
め
て
88
歳
の
米
寿
の
年
ま
で

は
元
気
で
い
よ
う
と
言
い
あ
っ

て
お
り
ま
す
。

を
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

高
校
改
革
で
は
、
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
が
平
成
34
年
度
か

ら
年
次
進
行
で
始
ま
り
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の

授
業
改
善
が
強
く
求
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
青
森
県
の
教
育
改

革
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成

け
で
対
応
し
て
い
く
と
、
本
校

の
規
模
は
、
39
年
度
に
は
５
学

級
、
47
年
度
に
は
４
学
級
に
な

る
と
い
う
試
算
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
々
目
に
見
え
る
形
で

学
校
の
姿
が
変
わ
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。
国
と
県
の
改
革
は
同

時
進
行
で
す
。
早
い
段
階
か
ら

の
情
報
収
集
と
分
析
、
そ
し
て

　

同
窓
会
に
も
貢
献
し
た
い
。

そ
ん
な
議
論
の
中
か
ら
、
単
純

な
百
円
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
の
発

想
が
生
ま
れ
た
の
で
し
た
。

　

皆
様
の
お
か
げ
で
、
な
ん
と

か
場
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
し
、
多
少
で
す
が
寄
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
自
身

と
言
え
ば
、
こ
れ
を
機

に
、
久
し
ぶ
り
の
同
期

会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
級
友
や
恩
師
と

久
し
ぶ
り
の
再
会
も
か

な
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
こ
と

が
無
け
れ
ば
、
た
ぶ
ん

こ
れ
だ
け
の
同
期
が
再

会
す
る
こ
と
も
無
か
っ

た
と
感
じ
、
逆
に
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
れ
た
同
窓
会

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

母
校
を
想
い
、
同
期
み
ん
な

で
ま
た
会
お
う
な
。
ず
っ
と
元

気
に
い
ろ
よ
。

平
成
26
年
度
総
会

機
会
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

機
会
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

平
成
26
年
度
同
窓
会
幹
事
学
年
代
表

　
秋
元

　
　
哲（
昭
59
卒
）

中
・
弘
高
校
歌
、
北
斗
の
黙
示

を
歌
っ
て
再
会
を
誓
い
合
っ

た
。

7070
周
年
記
念

周
年
記
念

の
講
演
会

の
講
演
会
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県
庁
支
部
総
会
は
、
弘
高
を

卒
業
し
た
県
職
員
が
母
校
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
深
め
る
と
と
も

に
、
同
じ
く
弘
高
卒
の
県
議
会

議
員
（
現
在
5
名
）
や
金

融
機
関
・
報
道
機
関
関
係

者
等
来
賓
の
方
々
も
交
え

て
同
窓
生
同
士
の
旧
交
を

温
め
、
更
な
る
結
束
を
深

め
る
た
め
の
年
１
回
の
集

ま
り
で
、
歴
史
は
昭
和
の

時
代
に
遡
り
ま
す
。
現
在

弘
高
Ｏ
Ｂ
の
県
職
員
は
凡

そ
３
８
０
人
位
は
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今

何
か
と
個
人
情
報
に
は
厳

し
い
世
の
中
な
の
で
、
正

　

平
成
26
年
８
月
15
日

（
金
）、
弘
高
昭
和
53
年
卒

業
の
同
期
会
が
、
秋
元
善

智
先
生
、
小
関
修
先
生
、

川
村
昇
一
郎
先
生
の
ご
臨

席
の
も
と
、
27
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、
71
名
が
出
席

い
た
し
ま
し
た
。
当
時
の

写
真
を
も
と
に
今
な
ら
明

か
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
高
校
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
者

が
集
い
、
伝
統
の
組
ね
ぷ

た
を
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り

に
出
陣
さ
せ
た
思
い
出
話

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
勢
い
の

ま
ま
、
９
月
27
日
に
は
首

都
圏
在
住
の
同
期
会
も
開

　

当
支
部
の
名
簿
に
載
っ
て
い

る
会
員
数
は
、
現
在
２
２
０
名

ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
中
で
は
、
旧
制
弘
中

卒
の
会
員
は
２
、３
人
で
あ
り
、

皆
元
気
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

さ
て
、
支
部
の
活
動
と
し
て

は
定
期
総
会
、
そ
し
て
そ
の
後

の
懇
親
会
で
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

会
の
運
営
に
は
、
年
千
円
を
拠

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
但
し
強
制
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

今
年
の
冬
は
、
弥
生
の
里

「
ジ
ャ
イ
ゴ
」で
開
き
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
、
副
会
長
の

山
上
前
校
長
先
生
、
渉
外

部
の
成
田
先
生
を
お
迎
え
し
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

更
に
、
講
演
会
な
ど
も
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
講

師
の
先
生
の
都
合
で
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
支
部
出
身

者
の
中
に
は
、
昭
15
年
弘
中

確
に
は
把
握
し
き
れ
な
い
と
い

う
の
が
実
情
で
す
…
。

　

総
会
は
、
毎
年
12
月
上
旬
の

県
議
会
閉
会
日
の
夜
に
開
催
す

卒
の
須
藤
金
太
郎
さ
ん
（
４
期

に
わ
た
り
田
舎
館
村
長
を
歴

任
）、
昭
32
年
卒
の
阿
保
日
出

一
さ
ん
（
器
械
体
操
）、
昭
31

年
卒
の
田
澤
勉
さ
ん
（
走
り
高

跳
び
）、
な
ど
多
才
な
方
々
も

輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
当
支
部
の
歴
史

は
浅
い
が
、
今
後
と
も
支
部
と

の
パ
イ
プ
も
太
く
し
つ
つ
、
会

の
充
実
と
同
窓
会
へ
の
協
力
、

そ
し
て
更
な
る
発
展
を
期
し
て

い
き
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

る
の
が
恒
例
で
、
か
つ
て
は
毎

年
１
０
０
名
近
い
参
加
者
が
い

ま
し
た
が
、
最
近
は
若
い
方
や

女
性
の
方
な
ど
の
参
加
が
減
り

40
～
50
名
程
度
の
規
模
に
な
っ

て
い
ま
す
。
総
会
に
は
弘
高
側

か
ら
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
長
と
校
長

先
生
に
お
出
で
い
た
だ
き
、
ご

挨
拶
と
弘
高
の
近
況
報
告
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
毎
回
懐
か
し

い
想
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。

来
賓
の
方
々
か
ら
の
ウ
イ
ッ
ト

県
庁
か
ら
母
校
を
懐
か
し
む

県
庁
か
ら
母
校
を
懐
か
し
む

八
戸

　
良
城

八
戸

　
良
城（
昭
（
昭
5050
卒
）
卒
）

2727
年
ぶ
り
に
開
催

年
ぶ
り
に
開
催

桜
田

　
　
宏

桜
田

　
　
宏（
昭
（
昭
5353
卒
）
卒
）

弥
生
の
里
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

弥
生
の
里
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

震
災
後
の
現
状
と

震
災
後
の
現
状
と

宮
城
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
の
活
動

宮
城
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
の
活
動

福
士

　
兼
義

福
士

　
兼
義（
昭
（
昭
3434
卒
）
卒
）

事
務
局

事
務
局

　
中
村

　
直
司

　
中
村

　
直
司（
昭
（
昭
3333
卒
）
卒
）

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4444444444444444444444444444444444444444444

44444444444444444444444444444444

７
月
４
日（
土
）

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

県
庁
支
部

エ
コ
の
会

田
舎
館
支
部

宮
城
鏡
ヶ
丘
同
窓
会

四一会　8月14日

尾上支部総会　４月29日 五所川原支部総会　８月16日

札幌鏡ヶ丘総会　６月21日

催
。
２
年
後
の
平
成
28
年
８
月

の
再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

に
富
ん
だ
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

に
続
き
、
最
後
は
体
育
会
系
Ｏ

Ｂ
の
指
揮
の
下
、
弘
高
校
歌
を

全
員
で
斉
唱
し
て
散
会
と
な
り

ま
す
。

　

最
近
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
弘
高

在
校
生
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
ご
活

躍
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
誇

り
に
思
う
と
と
も
に
、
母
校
・

弘
高
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
東
日
本
大
震
災
』
か
ら
早

く
も
４
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
震
災
復
興
も
か
な
り

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な

い
地
区
も
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
は
ち
ょ
っ
ぴ

り
明
る
い
話
題
も
聞
か
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
は
、
震
災
被
害

に
あ
っ
た
仙
台
と
石
巻
を
結

ぶ
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
（
49
㎞
）
が
５

月
30
日
に
全
線
開
通
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
仙
台
市
の
地
下
鉄

東
西
線
が
今
年
12
月
に
開
業
予

定
と
な
り
、
地
下
鉄
南
北
線
や

Ｊ
Ｒ
各
線
を
含
め
る
と
市
内
と

近
郊
間
の
移
動
に
も
変
化
が
み

ら
れ
る
の
で
は
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
交
通
イ

ン
フ
ラ
が
か
な
り
解
消
す
る
の

で
は
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
話
題
を
我
が
宮
城

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
に
つ
い
て
ご
報

告
致
し
ま
す
。
ま
ず
会
報
第
６

号
の
発
行
に
続
い
て
、
第
33
回

総
会
が
平
成
26
年
６
月
22
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
信
進

同
窓
会
副
会
長
、
瀧
本
壽
史
弘

高
校
長
並
び
に
成
田
清
文
先
生

の
お
三
方
を
お
招
き
し
て
、
現

役
の
学
生
お
一
人
を
加
え
て
総

勢
32
名
で
賑
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
進
行
し
ま
し
た
。
出
席

者
は
会
員
数

３
０
０
弱
の
一
割
に
も
満
た
な

い
も
の
で
し
た
。
今
回
は
女
性

が
５
名
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り

打
ち
解
け
た
会
場
は
談
笑
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
先
輩

後
輩
が
一
堂
に
ま
と
ま
り
、
自

由
闊
達
な
交
流
が
見
ら
れ
た
こ

と
は
大
い
に
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
活
動

を
進
め
る
よ
う
会
津
会
長
以
下

役
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

ゆ
く
所
存
で
す
。

　

な
お
、
第
34
回
総
会
は
、
６

月
28
日
に
開
催
す
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

同窓会名簿の
お知らせ

 名簿をご希望の方は同窓
会事務局〔電話0172-32-
8545（FAXも）〕にご連絡
下されば頒布いたします。
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●価格3,800円
　（消費税込み。発送費、
　　振替手数料は別途）
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平成26年４月１日～平成27年３月31日

平成26年度　鏡ヶ丘同窓会会務報告

大場　良平
工藤美智子
久保田隆二
斎藤　雪雄
櫻庭　忠雄
堀内　久子
松井　睦朗
赤坂　桂吾
油川　義博
有賀　孝雄
大久保誠子
葛西　友子
佐藤　勝美
中西　重嗣
成田　郁夫
前田　朝平
森山　武彦
昭和37年
小田桐士郎
工藤　弘典
竹谷　勇勝
青山　晃淳
帯川　雄三
櫻庭　　勤
戸澤　正誼
平泉　哲史
柾木　尚義
長内　　健
加藤　　裕
木田　多聞
京野　　巖
斎藤　重周
齊籐　文則
坂本三代造
竹浪　勍佑
富島　英宇
吉岡　利忠
赤平　　實
小田切克彦
菊池　昭夫
下山　　康
福士　貞夫
円子　絢子
森　　豊吉
横山　文夫
赤石　昭次
加藤　正大
工藤　　剛
工藤　正穂
嶋津　一彦

敦賀　哲朗
鶴田　洋史
原　　玉枝
原　　俊輔
東　　好弘
松田千代治
松田奈津子
松永　眞人
昭和38年
山内　敏之
横内　正典
成田　博美
西谷　　洌
石田　　誠
大中　　忠
唐牛　孝之
菊田　明子
清野　耕司
田辺　義弘
長妻　恵子
中野　徳隆
中村　元彦
西谷　武夫
萩野　道夫
橋本　郁子
濱田　恭平
平川　正敏
平山　　脩
福士　修成
阿保　耀子
大和田　強
鎌田　徹郎
桐原　雅行
工藤　克明
神　　敏勝
鈴木　弘武
戸澤　　忠
土橋　蓉子
福田　孝志
藤田　征芳
柳田　晴夫
山内　善浩
吉岡　利孝
江森佳世子
大塚　三朗
小山内英尚
葛西　　修
工藤美穂子
古川　栄一
斉藤　啓子

櫻庭　秀俊
佐々木誠司
竹内　昭江
田畑志津子
中沼　丈昌
野呂　昌男
松田　恒蔵
水木　蓉子
山内　　弘
昭和39年
斎藤　　毅
舘山　彦雄
長崎　昭義
中林　裕雄
秋山　邦男
棚橋　達彦
青柳　健一
太田　宏明
柿崎　光顕
笠井　哲哉
古川　道雄
永井　雅廣
鳴海　光彦
平戸　史子
赤平　和順
荒木多恵子
岡山　洋一
尾崎　一美
鎌田　重輝
小坂　清弘
桜庭五十司
竹内　明夫
田沢　一之
田辺　和彦
寺山　幸子
鳴海　徳二
石岡　　徹
一戸　洋次
伊東　保之
小林忠一郎
白戸　武美
田中日出興
長尾　光洽
藤井　資宣
三浦雄一郎
三上　邦康
村上　謙藏
昭和40年
斎藤　恭一
大高　勝造

對馬　桂子
小野　善弘
加藤　勇一
斎藤　光雄
柴田　哲郎
山口　規子
伊東　廸男
井上　保子
内山　衆一
太田　　豊
奥平　洋子
小山内　晃
北川　武彦
工藤　　忠
中川千佳子
成田　助清
成田　義人
野呂　　進
宮崎　方嗣
八木橋鉄弘
山形　喜隆
菊池　正浩
佐藤　　静
平野　祐七
昭和41年
湯瀬　久美
石井　　慧
白戸　浩一
高嶋　一敏
光弘　　隆
森　浩一郎
大津　幸世
葛西　　敞
川越　啓一
塩田　宏三
白取　幹人
田中　正彦
二木美保子
西谷　　泰
秋元　清仁
一戸　孝之
臼渕　　徹
葛西　恒雄
菊池せい子
斎藤三千政
西村　義一
原子　　健
川村　敏男
菊谷　裕悦
北川　順一

工藤　信裕
斎藤　光正
佐々木幸男
新名フジエ
町田才之丞
安田　俊夫
昭和42年
小野ふさ子
折原　　裕
工藤　健造
小林　繁樹
志野　年昭
八木橋勇治
小山内　孝
桜庭十三夫
土岐　憲二
奈良岡修一
増田　知生
工藤　正英
高柳　健治
成田　堅生
盛　　文武
荒井　恵子
新谷　文子
井澤　　眞
尾板　正人
高橋　　透
福士　政人
吉沢　隆治
倉田　保夫
昭和42年通
鎌田　玲子
昭和43年
一戸　　敏
清藤　哲夫
秋元　義禮
工藤　義春
坂岡　　明
関場　慶博
対馬　省次
松井　信雄
丹藤　仁嗣
山内　春勇
犾守　絹江
加藤　一眞
高瀬　一博
高橋　憲三
蝦名　　修
篠崎　珠樹
鈴木　明子

竹内　幸子
野呂　幸男
花田　鎮雄
山上　佳男
昭和44年
工藤　良一
野口　章子
吉岡　　猛
今泉　良郎
岡崎　耕衛
小野　徳昭
西谷　　栄
藤田　道昭
三國　典昭
赤石　　茂
海老名徳雪
北川　良治
工藤兼太郞
工藤　博明
西尾　幸一
長谷川孝幸
三浦　慎平
宮崎　雅秀
赤平　陽二
天内　純一
板垣　　隆
川村　広明
古川　隆

里見　和子
神　　繁司
進藤　典夫
常田　孝

原田　和紀
福山　直人
船越　素子
松野　俊子
昭和44年通
佐藤ふじ子
昭和45年
青山　仁志
秋元　英志
川村　邦明
須藤　静子
成田　和義
上村　三世
高橋　行吉
山谷　金光
矢本　嘉則
大津　友見
菊池　　潔

木村　　明
成田　則正
有賀　邦夫
遠藤　　真
小野寺　縁
木村　郁子
須藤　博子
田端　優子
中野　幸子
宮本　和平
昭和46年
田金　順弘
今田　謙二
中嶋　和郎
下山美保子
平尾　雅世
赤石美恵子
佐藤　了省
白戸　久夫
永吉　規子
村上豊千代
枝村　則彦
工藤千恵子
工藤　清文
今　　隆志
滝渕志津子
中嶋　　均
中田　義則
西澤　明子
布施　協一
昭和47年
今井　高志
高瀬　　香
高山　美子
三浦　　彰
宇野　清博
大津　匡志
中村　　弘
山本　一利
石岡　昭年
對馬　幸雄
盛　　一夫
石岡　具子
角田　宏明
木村　　誠
齋藤三千義
佐藤　栄一
沼田麻紗子
昭和48年
三上　信久

吉田　恒一
大坊　民夫
中村　隆司
大川　　誠
菊池　一智
幸田　茂雄
増田　章子
加福　康麿
工藤　武重
佐々木　修
對馬　浩二
服部　　庸
藤岡　隆昭
藤田　雅俊
山内　誠一
昭和49年
堀内　治子
円山　昌子
石川　　孝
高橋登貴子
瀧本　壽史
武藤　佳子
山形　　陽
福島　伸雄
藤田　秀文
三上　昌樹
岡本　栄子
櫛引　洋一
柴田　政子
外川　重信
成田　清文
根深　　忠
福井　次郎
横山　幸雄
昭和50年
岩崎　　一
佐々木克治
成田　洋子
山口　龍城
伊藤　雅一
石川　　玲
鴨下　厚子
川嶋　純子
児島　　雅
昭和51年
荒井　元明
小菅　園子
三上　洋子
斎藤　　勲
中西　宣男

中村　典雄
芦田　豊昭
藤田　昭彦
松原　真美
松本賀代子
松本　光生
昭和56年
越後谷直樹
澤田　雅章
白戸　　輔
神馬　裕司
田中　圭子
谷田　尚子
荒井　優子
佐藤　正幸
白石千寿子
成田　俊吾
西沢　祐司
工藤　誠治
後藤　忠志
澤田　　雄
宮川　耕一
兼田　寛悦
大溝　雅昭
嶋脇　秀隆
三浦　理香
倉田　匡子
阿保　雅幸
昭和57年
関　　昌子
中村　徳秀
高橋みどり
鳴海　康方
梅原　一浩
菅野　　洋
工藤　清彦
小沼　　譲
佐藤　記一
佐藤　亮介
成田　尚三
沼倉たまき
南　直之進
森　　岩樹
山口　晴弘
昭和58年
小友　勇人
小濱　正文
鳴海　　晃
大湯　智行
成田　光美

三上　満宏
芦田　斉子
盛　　和行
小暮　誠二
木庭袋　渉
昭和59年
角田　冠奈
平井　隆樹
大塚　啓一
久保由佳子
佐藤　伸之
澤田　栄子
竹田奈津子
成田　　治
昭和60年
岩渕　重人
内海　　剛
葛原　秀人
油川　修一
成田　昭吾
濱口　祥子
昭和61年
加藤　　武
田辺　　健
一戸まき子
大中　　実
八木橋靖子
伊東　　健
松井　晃紀
三和　聖徳
木村　次郎
高橋　政幸
三上　　智
水木　夏彦
宮腰　淳一
横澤真理子
昭和62年
木村　正雄
鼻和　敏夫
櫛引　唯善
高木　　徹
平岡　　学
白戸　研一
清野　暢邦
田中　真紀
花田　勝彦
前山恵理子
森　菜穂子
昭和63年
宇野　美雪

千葉　嘉亘
内海　　健
白戸　克明
三和　公也
小笠原康雄
金森　栄治
櫛田　智美
佐藤　　直
水木　道子
昭和61年通
極檀多津子
平成元年

三浦　真介
原　　直美
蒔苗　伸郎
柴田　修吾
井沼ゆり香
斎藤　　香
佐藤　朋子
清野　月世
林　美佐子
番場　泰文
宮腰　直樹
山口　貴之
平成２年

石橋　裕子
小枝　泰隆
菊池　理子
川村　啓之
川村　　環
平成３年

千葉　裕樹
成田　諭隆
鎌田　吉雄
三和　貴道
工藤絵里子
中村　真紀
西田　明美
三浦　　行
山口　真吾
山口　静香
平成４年

須藤さおり
十川　恒寿
福井　隆修
鳴海恵一郎
成田　千恵
横山　航平
伊藤　健宏
水木　正朝

平成４年通
福井　寿志
飯塚　明廣
平成５年

五十嵐喜代敬
鎌田　孝教
伴　　一聡
毛内　良也
平成６年

阿部　高士
千葉もと子
平成７年

西澤　秀哉
小野　潤一
毛内　　慎
平成８年

西沢　尚徳
三浦　卓也
平成９年

工藤　雅仁
工藤　和洋
栗形　悠平
秋元　　禮
中道　哲郎
平成９年通
大坂　和伸
平成10年
須藤竜一郎
山崎　直洋
平成10年通
石川　リヨ
平成11年
西野　　智
三浦　絢子
三上　あき
三國　典央
平成11年通
金田　龍吉
平成12年
中道　卓郎
平成13年
鎌田　耕輔
三上　統生
安田　一夫
平成13年通
毛内　　聖
平成14年
中道　健郎
山口　最史
平成15年

田中　希依
笹　　晃説
佐藤　元哉
平成16年
日景　瑞奈
宮原由布子
根深　忠大
平成17年
佐々木郁香
加藤　彩乃
工藤　文昭
高瀬　公子
福山　朝子
平成18年
鈴木　　諒
小館　佑介
田中　亜実
日景　秀徳
根深　友希
八重畑佑一
平成19年
小館フユミ
勘林登貴子
平成20年
山下真梨子
木村　玲美
成田　隼也
加藤　吉晃
福山　寛人
山崎　紋央
平成21年
木村　美和
南　　弘毅
加藤　　剛
木村　圭太
平成22年
工藤　　桐
小館　里依
三上　　文
吉田　和生
倉田　佳奈
平成23年
工藤　華子
大津　恵美
木村　沙耶
三上　亮一
芦田　夏葵
川村　矩子
岸　　研登
東浦　　遥

松本　麻希
平成24年
前田　貴子
藤本　浩史
有馬　恵樹
森　　息吹
平成25年
関　　　傑
大津　真実
岸　　優希
佐藤　阿弓
前山　聖耶
松本　啓亨
四ツ栁涼子
平成26年
工藤　槙子
神馬拳太郎
大中　絵奈
金谷　恭昌
菊池耕太朗
大道寺　拓
千葉　悠也
對馬　美雪
平川　航希
松本　彩那
村井　湧泉
特別会員

古山　哲司
外川　裕子
寺田　徳子
小向　　博
宇藤　裕夫
加藤　久子
金谷　克憲
中村　宰和
加藤　栄一
菊地　修一
高井　　都
三橋　栄蔵
三上由美子
石山　憲章
石川　　緑
中道　　哲
齋藤　　環

三上　栄子
太田　　斎
中島　易子
幸田　恵子
渡部　　司
山谷　睦雄
昭和52年
尾崎　俊寛
牧野　吉伸
大塚　真司
小笠原　史
小山内清和
斎藤　和子
奈良　俊一
菊地　清夫
須藤まゆみ
坪水　直子
昭和53年
髙坂　明子
千葉　裕子
石澤　徳成
柿崎　順子
木村　真明
嶋脇　秀徳
田澤昭次郎
多田　恵実
外崎　佳造
富澤　桂太
水木　清治
吉岡　正俊
昭和54年
長利　伸一
水木　道義
米谷　　勲
須藤　朗孝
藤田　正雄
小野　正己
高橋　　聡
福井佐和子
昭和54年通
斎藤ミキエ
昭和55年
大間　祥宏
佐藤久美子
鈴木　珠敏
高橋　伸光
中野渡瑞子
山口　美穂
四俵　　誠
田村　正人

月 日 行  事  名 参加者

4

10 第２回同窓会報(２６号)編集委員会 ８名

22 同窓会役員会 41名

27 燦々会（３３卒） 32名

29 尾上支部総会 22名

5

3 娯朗会（56卒） 40名

3.4 鏡ケ丘記念館一般公開 50名

17 東京学生会 10名

18 関西学生会 15名

22 第一回総会実行委員会 25名

24 仙台学生会 10名

6

7 板柳支部総会 25名

12 同窓会報(２６号)編集委員会反省会 ７名

20 第二回総会実行委員会 18名

21 札幌鏡ヶ丘同窓会総会 16名

22 宮城鏡ヶ丘同窓会総会 34名

28 平賀支部総会 21名

30 教育庁支部総会 44名

7

3 第三回総会実行委員会 16名

5 鏡ケ丘同窓会ゴルフコンペ 未確認

5 鏡ケ丘同窓会総会 252名

26 ３０年会（３０卒） 40名

8

10 第34回鏡ケ丘親睦野球大会 未確認

14 四一会（４１卒） 40名

14 獅子の会（４４卒） 74名

14 さんきゅう会（３９卒） 73名

16 四駆会（49卒） 77名

16 五所川原支部総会 31名

9
7 二六会（２６卒） 未確認

20 三二会（３２卒） 70名

10
25 東京鏡ヶ丘同窓会総会 120名

27 関西鏡ヶ丘同窓会総会 21名

11
14 青森支部総会 49名

19 一休会（２５卒） 70名

12 9 県庁支部総会 35名

1

17 田舎館支部総会 16名

22 第１回同窓会報(27号)編集委員会 8名

25 新潟鏡ケ丘同窓会総会 9名

2
22 藤崎支部総会 38名

28 同窓会入会式 272名

3 10 大鰐支部総会 22名

4 1 同窓会監査 2名
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 心に染み入る低音の歌声　三浦　英治さん（平６卒）

　先日、弘前市の百石町展示館にて、バス歌手の三浦英
治さんのコンサートを聴く機会がありました。ピアノの
旋律とともにシューマンの作品を朗々と歌い上げる三浦
さん。聴衆の一人である私は、まるで排気量の大きい高
級乗用車に乗っているような気分になりました。ゆった
りとしていながらメリハリのある歌声。今まで西欧諸国
での音楽祭やコンサートに約 250 回も出演したという経
歴のとおり余裕のある歌唱でした。三浦さんは Collegium 

Vocale Gent（ベルギー）、Arsys Bourgogne（フランス）など超一流の音楽団
体に所属し、フィリップ・ヘッレヴェッヘ、フランツ・ブリュッヘン、ヘルムー
ト・リリングなどの指揮者と多数共演してきました。
　三浦さんは歌手としての活動の他に音楽大学を志望する若手の指導もしてお
り、最近も洗足学園音楽大学に
一人合格させた実績がありま
す。他にも、今年の 9 月に弘
前市民や子供たちを対象にし
た声楽講習会を企画しており、
さらにはその講師ら 3 名の歌
手でコンサートを開きます。そ
の暁には、皆さんもぜひ足を
運び、三浦さんの歌声に酔っ
てほしいものだと思います。

記・橋本　貫司（昭 52 卒）

 kimoriから「りんご」の魅力育む　高橋　哲史さん（平４卒）

　現在、りんご農家の傍ら、弘前シードル工房 kimori の
代表を務めています。元々は、りんご農家の長男であり
ながら、進みたい道をめざして上京。テレビ番組制作の
仕事をしていました。そんななか母ががんを発病。その
後母の余命が宣告されるに至り、帰郷を決意。それから
まもなく母は亡くなり、結局自分が畑に出る姿を見せて
やることはできませんでしたが、30 歳を目前にして就農
しました。そこで見たのが、りんご農家の高齢化と後継

者不足の深刻さ。弘前でも畑が年々減ってきています。この問題を地域課題と
してとらえてもらうためにはどうしたらよいのだろう、そんな想いが kimori
プロジェクトのきっかけとなりました。りんごの樹の下に集い、りんごのお酒
を楽しんでもらう。そんな「りんごのある暮らしの豊かさ」を感じてもらい、
みんなで守っていく。そのための第一歩が kimori だと考えています。いらし
ていただいたお客様に、りんごの歴史や剪定をはじめとする栽培の話をすると、
大変興味をもって聞いてくれます。そのうえでシードルを飲んでいただく。こ
こに住む私たちだからこそ、経験できる豊かさを感じてもらうため、魅力的な
提案を今後も続けていきたいと思います。
　このように語って頂きました。高橋さんと
は、弘前商工会議所青年部にて共に地域活動
をしています。穏やかな人柄ではありますが、
しっかりとした信念を持ち夢・目標を現実に
してきた方です。今後のさらなるご活躍を祈
念しております。記・高木恵美子（昭 61 卒）

 会社を興し弘前からの化粧品を発信　三浦　和英さん（平４卒）

　いま話題の新美容成分「プロテオグリカン」。弘前大学の高垣啓一教
授が、４％酢酸溶液を使うことで、鮭の鼻軟骨からプロテオグリカン
を抽出する方法を発見したのが始まりという。弘前発の成分だったと
は！
　私は数年前その存在を和英さんから初めて聞かされた。たまたま私
の職場が和英さんの自宅の向かいだったため近所付き合いがあり、広
告の取材でコラボ弘大にある和英さんの会社におじゃましたこともあ
る。そこでは弘前大の研究成果を化粧品素材に展開、中土手町の青森

県産品ショップ「ラ・ポム」でプロテオグリカンから作った化粧品など販売もしている。
　和英さんは弘前大を卒業後、社会福祉法人で一時働いたが、思い直して金沢工業大虎の門
キャンパスの大学院に入った。夜間大１年間で修士課程。死ぬ思いで勉強したという。工大
なのでＩＴやメカニズムの勉強もしたが、同時に法律（知的財産権…発明や創作によって生
み出されたものを発明者の財産として一定の期間保護する権利）とベンチャービジネスの勉
強もした。自分で会社を興す場合、これらは三位一体である。会社を興したモチベーション
は、和英さんいわく「弘高に入ったから」。木造から一
人で出てきて、ぶつかりあった同期には負けたくないと
いう意地がある。
　心に残る弘前大の恩師の言葉「東京やニューヨークが
世界の中心じゃない、地球は丸いんだ。お前の立っている
そこが世界の中心だ」。その一言があったから和英さんは
ここ弘前で会社を興し、地域発のものを発信しているの
かもしれない。　　　　　　　　記・三浦　　行（平３卒）

 伝えたいのは「共感」の笑い　　齊藤　和夫さん（昭 54 卒）

　大手電機メーカー社員とアマチュア噺家（創作落語）というユニー
クな顔を併せ持つ。
　落語の道へのきっかけは、社会人５年目のブルーな時期に職場の先
輩からいただいた古今亭志ん生のテープ。何度も聞いてるうちに噺を
覚えて演じてみたところ、奥さんに「ピアノでいえばベートーベンの
簡単な練習曲を暗譜して弾いているレベル。調子に乗って人前で演じ
ることのないように」と注意されたものの、生来のモツケキャラが目
を覚まし、よりいっそう独学で稽古に励む。

　その後寄席に通いつめるが、古典落語ではプロの噺家のレベルは不可能であると気づき、
聖書を題材にした落語の創作に取り組む。福音は英語でグッドニュース。「噺は口へんに新
しい。つまりニュースなんだ！」思い付きにもとんちが効いていた。高座名は古今亭をパロっ
て古琴亭志ん軽（こきんてい しんかる）。軽は津軽の軽。志ん軽さんは弘高２年次にキリス
ト教の洗礼を受けている。津軽発の福音噺とはなんともユニーク！
　自身の交通事故体験にもとづいた『めめんと・もり』や “悪ガキ” だった自らにも思いを
寄せた『放蕩息子』など、レパートリーは両手に余る。
　一般的に寄席では目の不自由な方や障がいのあるお
客様がいらっしゃる場合、その手の噺を演じない、独
特の文化、配慮、優しさがあるそうだ。志ん軽さんは
その文化を踏まえ、「あるある！」と共に喜んでもらえ
るバリアフリーな「共感の笑い」を目指している。
　かつてスランプから抜け出させてくれた落語は、元
気を引き出す力強い芸として、今はたくさんの人に光
を届けている。
　これからも二足のわらじを履きこなしてください
ね！　　　　　　　　　　記・今井　知世子（平３卒）

昭和10年
花田　　潔
盛田　　稔
昭和11年
菊池　武正
昭和13年
棟方　　肇
昭和14年
柿崎陽三朗
昭和15年
大平　喜彦
昭和16年
竹浪　　浩
昭和17年
石戸谷正司
松井　一郎
佐野　博一
昭和18年
川崎　亮一
工藤　俊夫
安田　二朗
昭和19年
時任　昭二
桜庭　陽三
柴田昭太郎
高山　良二
佐藤　亮一
藤田　　三
渡辺　弘之
工藤　順三
工藤　邦男

小林　　勇
豊田　伍郎
佐藤圭一郎
須藤　倫行
橋本　亮三
松山　良治
山内　恒男
鳴海　怜次
阿部　恒彦
金崎　昭三
東海　久雄
川崎　吉充
昭和23年
明比　道夫
玉井　定美
田中　　玲
秋元十三郎
石戸谷欣一
蔭山　光顕
木庭袋隆昭
櫻庭　　朔
高橋　　章
中村　　豊
萩野　　實
福士　和衛
昭和24年
岩間純二郎
松盛　陽二
石岡　晶敬
猪股　圭二
長利　清弘
須藤　昭夫
武田　隆治
福津　辰大
昭和25年
玉田　清治
鳴海　康安
神田晃太郎

花田　喜一
原　庄三郎
蒔苗　　實
阿部　泰久
五十嵐邦享
伊藤　正樹
海老名清美
尾坂　昭治
葛西　省恒
川村　昭男
工藤　正昭
佐賀　郁朗
坂本寿太郎
神　　弘見
長尾栄一郎
鳴海　昭文
会津喜久造
一戸　克夫
井沼　利夫
岩谷　　剛
桜庭芳太郎
佐藤　　茂
清水　行正
下山一二三
田澤　安宣
千葉　　護
昭和26年
今　　　充
葛西　昭蔵
相馬　昭典
秋田　　豊
建部　高明
永井　俊衛
中嶋嘉四雄
安田　良樹
横島　　茂
荒井　祐蔵
小野泰次郎

木村　光敏
坂岡　　博
柴田　　晋
中村　雄三
西塚　　眞
松本　　巌
山崎　幸夫
若松　清吾
秋元　義隆
石戸谷　武
一戸　　宏
伊東　　聰
小山内英造
小野　　晃
葛西　恭治
葛西　英昭
金崎　敏夫
工藤　清彦
工藤善一郎
佐藤昌覚郎
村田　　弘
山本　治郎
昭和27年
早良　哲夫
田澤　和郎
田辺　靖彦
石岡　　満
菊池　武弘
木村　昭照
桜庭　　旭
櫻庭豊三郎
武田　浩一
中村　義弘
福嶋　松郎
三上　隆雄
三橋　　寛
宮川　二郎
盛　　清祐

大高喜久夫
加賀谷健三
北畠　顕文
佐藤　新平
荘司　道夫
竹原　昭雄
三浦　義光
盛　　義明
山内　尚道
阿蘇　　哲
井澤　文廣
石堀　哲男
梅原　正年
蝦名　保雄
葛西　　正
加藤　一男
工藤　良平
工藤　堅二
佐藤　君雄
外﨑　久夫
田澤　正美
三上　靖介
昭和28年
對馬　英輔
石戸八千代
佐藤　剛也
新宅　清司
須藤　　惇
中西　充子
花岡　宏六
石坂　　浩
長部日出雄
齋藤　春彦
三戸　一孝
有賀　達泱
須郷　健市
対馬三四年
夏坂　栄一

成田　一典
西谷　俊助
真嶋　　淳
山内勇喜男
小山　秀弘
川野名　靖
木村　修三
櫻井麻古人
渡辺　厚吉
昭和29年
泉　　　嶺
齋藤　寛治
桂　　尚文
小濱　正春
成田　惠子
森田　　隆
葛西　常美
金枝　　亮
工藤　とし
斎藤　政一
鈴木　漾子
對馬　誠治
西田　容三
板垣　キヨ
一戸　紀美
古川　力男
小林　陽三
佐藤　俊輔
神　　忠男
相馬　慶造
成田　静雄
成田　常雄
鳴海　　隆
野呂　　謙
花田　瑞穂
前田　弘子
村田　範子
井汲　頴子

池田　浩三
石川　賢助
大和田一衛
加藤　順治
川村　　年
櫛引　邦弘
小林　　勇
小林　貞三
斎藤満智子
斎藤　　周
斉藤　　斉
澤田　　静
嶋脇　英司
須郷　　尚
田澤千代子
田澤　昌弘
田辺　昭彦
成田　正雄
花田　聡子
藤田　　功
光永　道生
宮地　孝雄
宮本奈々子
山形　　盛
山崎　ヤヱ
山本由紀子
昭和30年
萱野　　彰
三上　尚義
黒瀧不二夫
田口　鉄治
三和　孝徳
秋元良之祐
鎌田　禮志
河津　恵一
後藤　荘平
滝本　秋男
田中　幸子

奈良岡幸弘
西塚　雅彦
三上　忠二
秋庭　　修
油川　修二
内山　善雄
小山　直美
工藤多喜二
工藤　武三
佐々木　淳
対馬　初美
安田　周平
石岡　秀治
今井　　孚
大村　嗣郎
木村　忠資
小枝　昭一
斎藤　　哲
坂田　宗等
高木　了司
土田　　謙
中田　健造
中野　健治
鳴海　弘憲
鳴海　　紀
藤田富美子
船水　静児
村山　勝弘
八木橋良範
昭和31年
千葉　光政
会津　清英
外崎　　昭
藤木　義行
三上晃一郎
八木橋惇夫
八木橋栄一
太田　耕正

小田桐駿介
唐牛　　襄
工藤　洋司
後藤　　敬
佐々木孝司
佐藤　泰弘
丹藤　公雄
舟本　　統
長利　浩三
小田切隆昌
鎌田　学而
工藤　光男
瀬尾　孝文
中野　祐輔
西谷　耕治
引間　久雄
横岡　　一
北畠由良子
楠美　明子
工藤　純一
西村　政恒
昭和32年
片桐　康雄
栗林　良正
三上　　惇
楠美　和文
工藤　秀久
外崎奈奈美
松山　久雄
山邊　悠一
淡谷　良子
石田トミヨ
石戸谷　弘
今井　忠利
岩崎　哲夫
岩谷　泰子
角田　秀雄
斎藤　　健

佐藤　章道
竹浪　　隆
原子　典文
山口　耕造
安倍　政幸
荒川　　紘
一戸純三郎
小笠原愼逸
小坂　堅治
小舘真佐夫
後藤　圭吾
佐々木孝明
佐藤　光春
長尾　章二
名古屋和夫
西澤　昭悦
長谷川勝勇
三橋　正義
森田　昌好
吉川富士保
世永日出雄
秋元　善智
秋元　幹雄
阿部　恵子
阿部　　東
阿保日出一
石橋　憲興
一戸惇一郎
小笠原　勲
小笠原時雄
小野　博光
木村　　進
草刈　　潤
小舘　玲子
斎藤　　守
齋藤　　彰
榊田　正史
佐藤　　正

佐藤　　勉
渋川　尚文
清藤　玲子
高松　隆清
田澤　郁夫
成田　　眞
成田英久範
鳴海　弘明
芳賀　文彦
福士　壽一
福士誠一郎
福原　　幸
藤田光三郎
船水　長昭
堀川永一郎
松山　繁夫
三上　瑛子
松浦　恭子
昭和33年
越前　武恵
木村　秀明
明比　範夫
石田　　稔
田中　　仁
中畑　忠弘
奈良　壽眞
伏見　静夫
三浦　昭子
横山　泰久
秋元　年勝
秋元　采子
大川　俊雄
二川原誠逸
山田　誠司
工藤　直樹
須藤　　建
隆島眞喜子
野呂　陽一

花田　誠三
花田　幸三
福原　建三
船水　義三
若松　　隆
大瀬　久之
工藤　栄一
工藤　一夫
小林　泰秀
酒井　重名
鈴木　敬子
則田　智寿
鳴海　　諄
三浦　紀子
水木　厚美
山口　眞彦
昭和34年
小野　光貞
斎藤　　紀
高谷　恒雄
福士　　謙
雨森　弘行
大谷　研一
川村昇一郎
木村あさの
工藤　驍悦
工藤　眞生
小枝　兼悦
佐藤　睦子
住吉　一紀
三浦　玲子
三浦　幸雄
櫛引　章三
栗林　欣一
小中　徳雄
小森　和昭
坂本　和聰
島中　　誠

田口　順子
谷村　竹生
成田　紘基
福田　忠敏
石黒　紘一
石戸谷啓子
葛西　英之
川村　貞夫
工藤　哲生
佐藤　隆雄
塩谷　駿二
田村　郁子
塚本　康喜
中村　勇一
成田　昭紀
鳴海　泰典
野宮　正行
廣瀬　　博
福士　　宏
安田　正英
山口　二郎
山下陸奥男
山本　正紀
吉田　　彰
昭和35年
高坂　　久
後藤　京子
玉田　友一
村上　泰彦
黒沼雄喜男
古川　育男
舘山　公文
藤田　和美
横山　　篤
五十嵐弘子
岡部光太郎
木村　久夫
須藤　　宏

千田　勝弘
西田　鐵郎
蒔苗　忠典
山本　善弘
千葉國美津
寺山　　紘
中道　靜郎
二川原和男
藤澤　一夫
森岡　啓二
吉川　直彦
秋本　　博
秋本　昭子
工藤　勝弘
佐藤　陽子
成田　正光
橋本八重子
肥後　和保
藤田　善徳
松尾　徹也
宮川　忠義
山形　英雄
昭和36年
木村　義孝
越前　　登
佐藤　　誠
赤平　法導
中村　一郎
三浦きく子
内海　俊治
小笠原　弘
川村　哲子
工藤　秀則
高木　泰宏
高橋　信進
高松　秀興
三和　公明
石川　良子

田中　健雄
清野　利保
昭和20年
石岡　好憲
葛西　栄治
藤山　由造
久米　洋司
横山　茂樹
大西　　稔
小野　徳朗
斎藤　義一
斎藤　　健
中田　哲夫
山崎　俊三
一戸　孝七
黒瀧　秀昌
桜田　純造
七戸　　靖
奈良岡辰夫
花田　郁男
渡辺　健三
小川　　敦
黒滝　　寛
小嶋　誠一
佐々木義郎
昭和21年
三浦　光義
武田弘三郎
中山　将明
山田　新一
昭和22年

平成10年　洗足学園音楽大学声楽科卒業
平成13年　ケルン音楽大学声楽科入学
平成16年　ライプツィヒ国際バッハコンクール声楽部門に
　　　　　日本代表として出演
平成17年　ケルン大学にてディプロマ（修士号）を最優秀
　　　　　で取得。王立音楽院（オランダ）古楽声楽科に
　　　　　て声楽をペーター・コーイ氏などに師事する
平成21年　スコーラ・カントールム・バジリエンシス（ス
　　　　　イス、バーゼル）より奨学金を受けAVES Program
　　　　　（イギリス／イタリア　マドリガーレアンサン
　　　　　ブル研究）にてアンソニー・ルーリー、エヴェ
　　　　　リン・タブ教授に師事
平成23年　弘前市内に三浦音楽事務所を設立

略　歴

略　歴

略　歴

略　歴

木造町出身、旧姓 坂本
弘前大学人文学部英語学科卒
社会福祉法人で働いた後、金沢工業
大虎ノ門キャンパス大学院で学ぶ。
企業組合エキシヤマーケティングを
立ち上げ、現在は株式会社ラビプレ 
代表取締役として活躍中。

昭和55年４月　筑波大学第一学群自然
　　　　　　　学類　入学
昭和59年３月　筑波大学第一学群自然
　　　　　　　学類　卒業
昭和59年４月　筑波大学大学院博士課
　　　　　　　程物理学専攻　入学
平成１年３月　筑波大学大学院博士課
　　　　　　　程物理学専攻　修了
　　　　　　　（理学博士）
平成１年４月　日立製作所中央研究所
　　　　　　　入所
平成24年４月　日立製作所中央研究所
　　　　　　　ライフサイエンス研究
　　　　　　　センター長

平成７年　日本映画学校卒業後、制
　　　　　作会社に勤務しテレビ番
　　　　　組などの制作に携わる
平成18年　帰郷、実家のりんご農家
　　　　　の後継者として就農
平成26年　弘前シードル工房kimori
　　　　　を設立
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木
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は
京
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大
学
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８
年
、
青
森
県

六
ヶ
所
村
を
舞
台
と
す
る
『
へ

ば
の
』
を
自
主
制
作
で
初
長
編

監
督
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を

受
け
た
。　

　

２
０
１
２
年
に
は
第
２
作

『
愛
の
ゆ
く
え
（
仮
）』
を
発
表
、

こ
の
作
品
は
東
京
国
際
映
画
祭

で
も
上
映
さ
れ

た
。

　

今
回
制
作
が

進
ん
で
い
る

『
息
衝
く
』
は
、

青
森
県
六
ヶ
所

村
に
残
っ
た

『
へ
ば
の
』
の

家
族（
父
と
娘
）

と
別
の
道
、
東

京
へ
移
り
住
む

こ
と
を
選
択
し

た
母
と
息
子
の

物
語
。
東
日
本

　

大
学
在
学
中
か
ら
数
え
て
何

度
目
に
な
る
の
か
、
性
懲
り
も

な
く
飽
き
も
せ
ず
、
今
ま
た
17

世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
思
想
家
ス
ピ

ノ
ザ
の
『
倫
理
学
』
を
読
ん
で

い
ま
す
。
読
む
度
に
壁
に
ぶ
つ

か
り
ま
す
。
諸
研
究
書
で
も
満

足
で
き
ず
、
い
っ
そ
直
接
ご
本

人
に
尋
ね
た
い
と
思
っ
て
み
て

も
、
17
世
紀
の
人
と
あ
っ
て
は

無
理
な
話
、
い
や
、
生
前
で
も

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
デ
カ

ル
ト
が
「
こ
れ
ほ
ど
完
全
な
自

由
を
楽
し
め
る
国
が
他
に
あ
ろ

　

恥
を
忍
ん
で
告
白
す
れ
ば
、

お
と
と
し
読
み
返
す
ま
で
〝
鶏

肋
〟
の
意
味
さ
え
忘
れ
て
い
た
。

陸く
が
か
つ
な
ん

羯
南
の
こ
と
な
ら
小
田
桐
孫

一
先
生
が
何
か
書
い
て
い
た

な
ぁ
と
お
ぼ
ろ
げ
に
思
い
起
こ

し
、
書
棚
の
『
鶏
肋
抄
』
の
埃

を
払
っ
た
時
の
こ
と
だ
。

　

昭
和
47
年
10
月
発
行
だ
か
ら

孫
さ
ん
が
校
長
を
退
い
て
半
年

後
の
本
。
そ
の
頃
一
度
読
ん
だ

は
ず
が
、
内
容
の
記
憶
は
見
事

に
失
せ
て
い
た
。
こ
ん
な
ボ
ン

明
確
に
な
り
、
ス
ピ
ノ
ザ
自
身

も
自
ら
の
思
想
を
さ
ら
に
深
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
に
。

　

も
っ
と
も
、
17
世
紀
ま
で
遡

ら
ず
と
も
、
約
70
年
前
の
日
本

も
似
た
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
と

言
え
ま
し
ょ
う
。
敗
戦
に
よ
り

そ
れ
に
区
切
り
が
つ
い
た
翌

年
、
私
は
弘
中
最
後
の
生
徒
の

一
人
と
な
り
ま
し
た
。
食
べ
物

も
満
足
に
は
程
遠
か
っ
た
戦
後

の
混
乱
期
で
し
た
が
、
何
か
明

る
さ
を
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
空

襲
に
備
え
て
の
燈
火
管
制
が
な

く
な
り
、
気
が
ね
な
し
に
電
燈

が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
停
電
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
）

か
ら
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
は

ず
で
す
。
以
後
６
年
間
、
弘
高

で
は
、
い
ち
早
く
長
髪
も
認
め

ら
れ
、
生
徒
会
も
「
自
治
会
」

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
生
徒
を
信
頼
し
、
そ
の

南
の
連
載
と
い
う
、
無
謀
極
ま

る
挑
戦
を
決
意
し
た
。

　

最
初
の
手
探
り
に
開
い
た

『
鶏
肋
抄
』
が
天
啓
と
な
っ
た
。

賢
人
は
聖
人
の
次
に
位
す
る
、

と
孫
さ
ん
は
教
え
て
い
る
。
不

思
議
に
思
い
辞
書
を
繰
っ
て
み

る
と
、「
賢
」
は
単
に
「
賢
い
」

の
意
で
は
な
く
、「
才
能
と
徳

を
も
っ
た
人
」
と
あ
っ
た
。
こ

れ
だ
！　

新
聞
『
日
本
』
で
政

府
や
論
敵
を
震
え
上
が
ら
せ
た

羯
南
を
、
高
徳
の
人
だ
と
皆
が

口
を
揃
え
、
正
岡
子
規
や
佐
藤

紅
緑
ら
多
く
の
人
が
涙
す
る
ほ

ど
敬
愛
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
昨

年
元
日
に
開
始
し
た
連
載
の
題

を
「
道
理
と
真
情
の
人　

陸
羯

南
」
に
し
た
。

　

名
山
出
名
士　

此
語
久
相
伝

　

試
問
巌
城
下　

誰
人
天
下
賢

（
名
山
名
士
を
出
だ
す　

此
の

語
久
し
く
相
伝
う　

試
み
に
問

う
巌
城
の
下　

誰
人
か
天
下
の

賢
）

　

石
倉
守
拙
（
つ
ま
り
金
庫
先

生
）
の
筆
で
弘
高
生
に
は
お
な

じ
み
の
こ
の
漢
詩
も
、
私
の
感

じ
方
は
随
分
変
わ
っ
た
。
羯
南

が
限
り
な
く
友
誼
に
厚
い
人
と

知
っ
て
、
後
進
を
冷
徹
に
叱
咤

す
る
印
象
だ
っ
た
20
文
字
が
、

体
温
を
放
ち
始
め
た
。
岩
木
山

の
下
の
青
少
年
た
ち
よ
、
知
識

も
、
人
情
も
磨
け
よ
。
あ
の

ギ
ョ
ロ
目
を
細
め
て
語
り
か
け

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
き
た
の

だ
。
お
か

げ
で
私
自

身
、
こ
の

３
月
末
で

終
え
た
連

載
（
近
々

単
行
本
化

の
予
定
）

編
集
委
員
会

（
編
集
長
）安
田　

俊
夫（
昭
41
卒
）

秋
元　

義
禮（
昭
43
卒
）

橋
本
　
貫
司（
昭
52
卒
）

高
木
恵
美
子（
昭
61
卒
）

八
木
橋
靖
子（
昭
61
卒
）

今
井
知
世
子（
平
３
卒
）

三
浦　
　

行（
平
３
卒
）

（
渉
外
部
）福
井　

次
郎（
昭
49
卒
）

山
辺
貞
一
郎
先
生

　

渋
谷

　
龍
一（
昭
35
卒
）

　

山
辺
先
生
に
僕
は
国
語
の
甲

を
習
っ
た
。
小
柄
だ
け
ど
、
迫

力
の
あ
る
先
生
で
し
た
な
ぁ
。

当
時
の
弘
高
の
先
生
方
は
皆
酒

好
き
だ
っ
た
み
た
い
だ
が
、
生

徒
の
僕
の
知
っ
て
る
限
り
は
、

山
辺
、
鈴
木
ア
ガ
ソ
、
小
田
桐

孫
さ
ん
、
中
館
タ
ロ
さ
ん
な
ど

な
ど
は
特
に
酒
豪
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
。

失
っ
て
は
い
け
な
い
も
の

失
っ
て
は
い
け
な
い
も
の

田
伏　

正
義

田
伏　

正
義（
昭
（
昭
2727
卒
）
卒
）

羯
南
の
ぬ
く
も
り

羯
南
の
ぬ
く
も
り

東
奥
日
報
・
編
集
委
員
室
長　

東
奥
日
報
・
編
集
委
員
室
長　

松
田　

修
一

松
田　

修
一（
昭
（
昭
4949
卒
）
卒
）

木
村
文
洋
監
督

木
村
文
洋
監
督

新
作
映
画
、撮
影
続
く

新
作
映
画
、撮
影
続
く

成
田　

清
文

成
田　

清
文（
昭
（
昭
4949
卒
）
卒
）

住
所
変
更
な
ど
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１
７
２
―
32
―
８
５
４
５
）

　

山
辺
先
生
は
二
日
酔
い
の
ま

ま
で
授
業
に
来
て
、
酒
臭
い
息

で
、
ス
ト
ー
ブ
の
脇
の
椅
子
に
、

ど
か
っ
と
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
僕

の
方
を
ジ
ロ
リ
と
見
て
「
渋
、

水
！
」
と
言
う
。「
ハ
イ
ッ
」

と
コ
ッ
プ
に
な
み
な
み
と
水
を

差
し
出
す
と
、
そ
れ
を
先
生
は

「
コ
ク
コ
ク
、
フ
ゥ
ー
ッ
」
と
、

さ
も
う
ま
そ
う
に
干
す
ん
で
あ

り
ま
す
。

　

夏
、
生
徒
が
残
っ
て
ね
ぷ
た

を
作
る
時
期
は
、
山
辺
先
生
と

ア
ガ
ソ
先
生
も
「
生
徒
の
監
督

だ
」と
言
っ
て
残
っ
て
、ぐ
る
っ

と
各
学
年
を
ひ
と
ま
わ
り
す
る

と
、
あ
と
は
礼
法
室
に
陣
取
っ

て
、
毎
晩
お
そ
く
ま
で
二
人
で

飲
ん
で
い
ま
し
た
。
お
お
ら
か

で
、
あ
た
た
か
く
、
な
つ
か
し

き
、
よ
き
時
代
で
し
た
な
ぁ
。

名

物
恩

師

列

伝

⑥

名

物
恩

師

列

伝

⑥

う
か
」
と
言
っ
た
当
時
の
オ
ラ

ン
ダ
に
お
い
て
で
さ
え
、
異
端

者
、
無
神
論
者
、
さ
ら
に
は
化

身
し
た
悪
魔
と
ま
で
言
わ
れ
た

ス
ピ
ノ
ザ
で
す
。
物
理
的
危
害

こ
そ
免
れ
た
も
の
の
、
激
し
い

非
難
を
浴
び
せ
ら
れ
、
多
く
の

思
想
家
た
ち
も
、少
な
く
と
も
、

ス
ピ
ノ
ザ
と
か
か
わ
り
が
あ
る

と
見
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
て
い

ま
し
た
。
こ
の
『
倫
理
学
』
も
、

小
さ
な
サ
ー
ク
ル
で
原
稿
の
形

で
読
ま
れ
て
い
た
だ
け
で
、
著

者
の
奔
走
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

生
前
に
は
出
版
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ド
グ
マ
や
狂
信
な
ど
に

妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
理
性

的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
れ

ば
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
見
解
は
よ
り

ク
ラ
を
生
徒
に
持
っ
た
先
生
こ

そ
い
い
災
難
だ
が
、
ど
う
に
か

卒
業
証
書
を
頂
戴
し
て
40
年
、

還
暦
目
前
に
再
読
し
、
ダ
モ
イ

哲
学
が
、
肉
の
乏
し
い
鶏
の
あ

ば
ら
骨
ど
こ
ろ
か
滋
味
た
っ
ぷ

り
で
あ
る
こ
と
を
解
せ
る
程
度

に
は
成
長
し
た
ら
し
い
。

　

閑
話
休
題
。
平
成
16
年
か

ら
『
笹
森
儀
助　

風
霜
録
』
を

書
い
た
際
、
儀
助
に
最
大
の
影

響
を
与
え
た
人
物
は
羯
南
だ
と

知
っ
た
。
け
れ
ど
、
羯
南
の
著

作
が
膨
大
で
難
解
な
こ
と
も
あ

り
、
理
解
が
薄
い
ま
ま
脱
稿
し

た
。
す
こ
ぶ
る
心
残
り
だ
っ
た
。

羯
南
は
小
社
と
も
縁
が
深
い
。

書
く
こ
と
で
何
か
を
掴
め
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
い
、
羯

自
主
性
を
尊
重
す
る
校
風
は
、

私
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い
も

の
で
し
た
し
、
今
も
変
ら
ず
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回
ス
ピ

ノ
ザ
を
読
ん
で
、
思
想
・
言
論

の
自
由
の
大
切
さ
を
今
ま
で
よ

り
は
る
か
に
強
く
感
じ
る
の

は
、
景
気
、
景
気
の
大
合
唱
の

陰
に
、
暗
く
不
自
由
な
時
代
の

足
音
が
聞
こ
え
始
め
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
こ
と
と

決
し
て
無
縁
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
学
ん
だ

り
考
え
た
り
し
て
き
た
こ
と
を

ま
と
め
な
が
ら
、
失
っ
て
は
い

け
な
い
も
の
の
た
め
に
私
に
で

も
で
き
る
こ
と
を
、
と
欲
張
っ

た
望
み
は
あ
る
も
の
の
、
残
さ

れ
た
時
間
を
考
え
て
も
は
な
は

だ
心
も
と
な
い
、
こ
れ
が
今
の

正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

が
ま
ん
ざ
ら
無
駄
で
も
な
か
っ

た
と
胸
を
な
で
下
ろ
せ
た
。

　

気
が
か
り
が
一
つ
残
る
。
ど

な
た
か
も
指
摘
し
て
い
た
気
が

す
る
が
、「
此
語
久
相
伝
」
と

あ
る
か
ら
に
は
「
名
山
出
名

士
」
は
古
く
か
ら
の
金
言
だ
ろ

う
。
そ
の
原
典
が
ど
う
し
て
も

分
か
ら
な
い
。
孫
さ
ん
も
書
い

て
い
な
い
。
た
ど
り
着
く
の
に

さ
ら
に
40
年
要
し
て
は
往
生
す

る
。
ご
教
示
願
い
た
い
。

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

oooooooooooooooooooooooooooo

●
弘
高
を
〝
ヒ
ロ
タ
カ
〟

と
呼
ぶ
輩
が
い
る
。
校

歌
に
も
♪
お
お
我
が

〝
ヒ
ロ
コ
ウ
〟
と
明
確

に
謳
わ
れ
て
お
り
、
強

い
違
和
感
を
覚
え
る
。

ま
た
以
前
の
同
窓
会
総

会
で
、
弘
中
を
〝
ヒ
ロ

チ
ュ
ウ
〟
と
話
し
た
司

会
者
が
い
た
の
に
も

び
っ
く
り
。
鈴
木
忠
雄
元
会
長
と

同
期
だ
っ
た
父
親
は
、
コ
ウ
チ
ュ

ウ
と
し
か
言
わ
な
か
っ
た
し
、
コ

ウ
チ
ュ
ウ
校
歌
で
あ
る
は
ず
だ
。

途
中
で
そ
の
司
会
者
か
ら
訂
正
が

あ
っ
た
の
は
〝
ふ
コ
ウ
チ
ュ
ウ
の

幸
い
〟
で
あ
っ
た
。

●
光
陰
矢
の
如
し
。「
会
報
」
の
編

集
長
を
昭
29
卒
の
泉
嶺
先
輩
な
ど

か
ら
引
き
継
い
で
も
う
14
年
。
前

出
の
鈴
木
忠
雄
元
会
長
が
資
金
難

に
あ
る
会
を
盛
り
立
て
る
策
と
し

て
「
会
報
」
復
刊
を
提
言
さ
れ
、

平
成
７
年
か
ら
復
刊
、
今
年
で
通

算
27
号
と
な
っ
た
。
資
金
面
か
ら

も
、
同
窓
生
を
結
ぶ
ツ
ー
ル
と
し

て
も
、
い
さ
さ
か
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。（
Ｙ
）

大
震
災
数
年
後
、
東
京
。
母
と

と
も
に
上
京
し
た
主
人
公
は
30

歳
代
を
迎
え
て
い
た
…

　

現
在
編
集
作
業
中
、
本
年
完

成
を
目
指
す
『
息
衝
く
』
は
、

現
在
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中
。

羯
南
自
筆
の
漢
詩
「
名
山
出
名
士
…
」
＝

養
生
会
松
陰
室
（
元
長
町
）

『息衝く』公式HP http://ikiduku.jimdo.com/
03-6765-0331 ikiduku@gmail.com


